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【
論
文
】武

者
小
路
実
篤
テ
ク
ス
ト
の
生
成

　
　
　
　

―
―
童
話
劇
「
か
ち
〳
〵
山
」
を
中
心
と
し
て
―
―

 

寺　

澤　

浩　

樹

　
　
概
要
：
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
六
月
に
「
花
咲

」
と
と
も
に
執
筆
さ
れ
、
翌
月
の
『
白
樺
』
に
「
か
ち
〳
〵
山
と
花
咲

」

と
い
う
総
題
で
発
表
さ
れ
、
同
年
一
〇
月
に
『
カ
チ
カ
チ
山
と
花
咲

』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
阿
蘭
陀
書
房
か
ら
刊
行
さ
れ
た
、

武
者
小
路
実
篤
の
童
話
劇
「
か
ち
〳
〵
山
」
を
対
象
と
す
る
、
そ
の
原
稿
の
一
三
七
の
修
正
、
お
よ
び
初
出
誌
と
の
間
の
九
四
、

初
刊
本
と
の
間
の
一
二
一
、
そ
し
て
武
者
小
路
実
篤
全
集
と
の
間
の
一
九
の
異
同
の
意
味
の
検
討
に
よ
っ
て
、
全
集
の
定
本
に

三
六
の
要
修
正
箇
所
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
そ
れ
ら
の
中
に
は
、
筆
者
の
解
釈
に
よ
る
「
か
ち
〳
〵
山
」
の
主
題
や
情
調
と
関
連
す

る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
そ
の
検
討
の
過
程
で
、
武
者
小
路
の
テ
ク
ス
ト
生
成
の
意
義
と
実
態
が
明
ら

か
に
な
る
と
同
時
に
、
こ
う
し
た
独
自
の
解
釈
に
基
づ
く
定
本
の
追
究
も
ま
た
、
様
々
な
文
化
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
中
に
あ
っ
て

生
成
さ
れ
る
多
様
な
テ
ク
ス
ト
の
一
つ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
白
樺
、
武
者
小
路
実
篤
、
か
ち
か
ち
山
、
原
稿
、
本
文
異
同

　
　

一　

は
じ
め
に

武
者
小
路
実
篤
の
童
話
劇
「
か
ち
〳
〵
山
」
と
「
花
咲

」

二
篇
の
自
筆
原
稿
は
、
一
九
八
四
（
昭
和
五
九
）
年
に
個
人
蔵

と
し
て
展
示
さ
れ
た（
次
頁
図
1
参
照＊

1

）後
に
所
在
不
明
と
な
っ

て
い
た
が
、
二
〇
〇
四
（
平
成
一
六
）
年
に
武
者
小
路
実
篤
記

念
館
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
原
稿
に
つ

い
て
は
、
か
つ
て
研
究
の
俎
上
に
載
せ
ら
れ
た
こ
と
は
な
く
、
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こ
れ
ら
二
篇
が
収
録
さ
れ
て
い
る
『
武
者
小
路
実
篤
全
集
』
第

二
巻
（
昭
63
・
2
、小
学
館
。
以
後
こ
れ
を
『
全
集
』
と
呼
ぶ
）

の
解
題
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

そ
の
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
、
筆
者
は
既
刊
の
日
本
近
代
文
学

館
編
『
近
代
文
学
草
稿
・
原
稿
研
究
事
典
』（
平
27
・
2
、
八
木

書
店
）
で
、
こ
の
「
か
ち
〳
〵
山
」
を
中
心
と
し
て
、
武
者
小

路
の
自
筆
原
稿
に
関
す
る
項
目
を
執
筆
し
た
が
、
そ
の
紙
数
の

制
約
上
、
十
分
な
調
査
、
研
究
結
果
を
発
表
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
、
改
め
て
「
か
ち
〳
〵
山
」
を
取
り
上

げ
て
そ
れ
を
補
う
と
同
時
に
、原
稿
研
究
の
枠
組
み
を
超
え
て
、

原
稿
か
ら
個
人
全
集
に
至
る
武
者
小
路
實
篤
テ
ク
ス
ト
の
生
成

の
問
題
を
考
察
し
た
い
。

な
お
、
武
者
小
路
の
場
合
は
、
修
正
を
施
し
た
原
稿
を
、
そ

の
ま
ま
印
刷
に
回
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本

稿
で
は
こ
れ
を
「
草
稿
」
と
呼
ば
ず
「
原
稿
」
と
呼
ぶ
こ
と
と

す
る
。

最
初
に
書
誌
的
事
項
を
述
べ
る
。「
か
ち
〳
〵
山
」
は
一
九
一

七
（
大
正
六
）
年
六
月
に
「
花
咲

」
と
と
も
に
執
筆
さ
れ
（
以

後
こ
れ
を
「
原
稿
」
と
呼
ぶ
）、
翌
月
の
『
白
樺
』
に
「
か
ち
〳
〵

山
と
花
咲

」
と
い
う
総
題
で
発
表
さ
れ
（
以
後
こ
れ
を
「
初

出
誌
」
と
呼
ぶ
）、同
年
一
〇
月
に
『
カ
チ
カ
チ
山
と
花
咲

』

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
阿
蘭
陀
書
房
か
ら
刊
行
さ
れ
た
（
以
後
こ

れ
を
「
初
刊
本
」
と
呼
ぶ
）。
ま
た
、そ
の
四
年
半
後
の
一
九
二

一
（
大
正
一
〇
）
年
一
二
月
に
は
、「
地
蔵
と
鬼
」（『
新
潮
』
大

9
・
5
）
を
加
え
て
新
潮
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
童
話
劇
三
篇
』

に
再
録
さ
れ
た（
以
後
こ
れ
を「
再
刊
本
」と
呼
ぶ
）。『
全
集
』

収
録
本
文
は
、
こ
の
再
刊
本
を
底
本
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に

は
初
刊
本
と
同
一
の
鋳
型
が
使
わ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、「
か
ち
〳
〵
山
」
に
は
原
稿
、
初
出
誌
、
初

刊
本
、『
全
集
』
の
計
四
種
類
の
本
文
と
、
原
稿
上
の
修
正
を
含

図 1
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め
れ
ば
、
四
種
類
の
修
正
や
異
同
が
あ
る
。

本
稿
で
は
こ
れ
ら
を
丹
念
に
比
較
、
検
討
す
る
こ
と
で
、
理

想
的
な
定
本
、
す
な
わ
ち
『
全
集
』
に
収
録
さ
れ
る
べ
き
本
文

を
追
究
す
る
と
同
時
に
、異
同
や
修
正
の
痕
跡
を
手
が
か
り
に
、

「
か
ち
〳
〵
山
」
の
創
作
意
図
や
、
武
者
小
路
の
文
芸
テ
ク
ス

ト
生
成
の
実
態
と
意
義
を
考
察
す
る
。

論
述
順
序
と
し
て
は
、
最
終
的
に
『
全
集
』
で
定
本
と
し
て

確
定
さ
れ
た
本
文
を
検
証
す
る
た
め
に
、
そ
れ
以
前
の
本
文
を

参
照
し
な
が
ら
、
時
間
を
さ
か
の
ぼ
る
方
向
、
つ
ま
り
最
初
に

初
刊
本
か
ら
『
全
集
』
へ
の
異
同
を
、
次
に
初
出
誌
か
ら
初
刊

本
へ
の
異
同
を
、
次
に
原
稿
か
ら
初
出
誌
へ
の
異
同
を
、
そ
し

て
最
後
に
原
稿
執
筆
と
修
正
の
過
程
を
検
討
す
る
。

　
　

二　

初
刊
本
か
ら
『
全
集
』
へ

「
か
ち
〳
〵
山
」
の
初
刊
本
と
『
全
集
』
と
の
間
に
は
、少
な

く
と
も
一
九
の
異
同
が
見
ら
れ
た
。
そ
の
内
訳
は
、
多
い
順
に

﹇
仮
名
・
漢
字
等
﹈
が
一
〇
例
、﹇
助
詞
等
﹈
が
五
例
、﹇
句
読

点
﹈
が
三
例
、﹇
表
記
﹈
が
一
例
で
あ
り
、
そ
の
三
分
の
二
ほ

ど
は
初
刊
本
で
生
じ
た
誤
植
や
、
初
刊
本
ま
で
残
存
し
た
誤
記

の
修
正
で
、
残
り
三
分
の
一
ほ
ど
は
表
記
方
法
の
変
更
な
ど
だ

が
、
そ
の
中
に
四
例
ほ
ど
『
全
集
』
で
生
じ
た
変
更
も
あ
る
。

そ
こ
で
次
に
、
初
出
誌
お
よ
び
原
稿
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

初
刊
本
か
ら
『
全
集
』
へ
の
一
九
の
異
同
の
意
味
を
一
つ
ず
つ

考
え
て
い
き
た
い
。

な
お
、ル
ビ
に
つ
い
て
は
、初
刊
本
が
総
ル
ビ
、『
全
集
』（
お

よ
び
初
出
誌
、
原
稿
）
は
パ
ラ
ル
ビ
で
あ
る
た
め
、『
全
集
』
に

お
け
る
パ
ラ
ル
ビ
の
検
証
そ
の
他
の
場
合
を
除
き
、
こ
れ
を
異

同
と
せ
ず
、
ま
た
ル
ビ
の
表
記
も
し
な
い
。

ま
た
、
漢
字
に
つ
い
て
は
、『
全
集
』
の
漢
字
表
記
方
針
に
基

づ
き
、
本
稿
で
は
旧
字
体
と
新
字
体
を
区
別
し
な
い
。

表
記
の
仕
方
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
異
同
ご
と
に
作
品
冒
頭
部

か
ら
連
番
を
付
し
た
。
続
け
て
、
最
初
に
初
刊
本
、
次
に
『
全

集
』の
表
記
を
記
し
た
。異
同
部
分
が
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
、

そ
れ
を
含
む
周
辺
部
分
に
傍
線
を
付
し
た
。
そ
の
後
の
（　

）

内
の
数
字
は
、
そ
れ
ぞ
れ
該
当
す
る
（
頁‐行
）
を
表
し
、『
全

集
』
に
つ
い
て
は
、
当
該
箇
所
の
場
、
頁
、
段
、
行
を
漢
数
字

で
記
し
た
。

1　

た
づ
ね
て
く
る
。）（
1‐4
）↓
た
づ
ね
て
く
る
）（
一
場
六
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〇
九
頁
上
五
行
）、
初
刊
本
か
ら
句
点
の
削
除
。
初
出
誌（
1‐

6
）、
原
稿（
1
‐7
）と
も
に
初
刊
本
と
同
じ
く
句
点
が
あ
る
。

お
そ
ら
く
、
ト
書
き
を
示
す
（　

）
内
の
文
末
の
句
点
は
削

除
す
る
と
い
う
『
全
集
』
の
編
集
方
針
に
よ
る
と
思
わ
れ
る

が
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
は
武
者
小
路
没
後
刊
行
で
あ

る
か
ら
、
作
者
の
意
志
で
は
な
い
。

2　

わ
か
た
つ
て（
14
‐
3
）↓
わ
か
つ
た
つ
て（
一
場
六
一
二
頁

上
一
六
行
）、
促
音
修
正
。
初
出
誌（
8
‐
3
）、
原
稿（
10
‐
12
）

と
も
に
『
全
集
』
と
同
じ
。

3　

お
こ
ら
な
い
の
た（
15
‐
9
）↓
お
こ
ら
な
い
の
だ（
一
場
六

一
二
頁
下
七
行
）、
濁
点
修
正
。
初
出
誌（
9
‐
1
）、
原
稿（
11

‐
13
）と
も
に
『
全
集
』
と
同
じ
。

4　

反
つ
た（
16
‐
2
）↓
反
つ
て（
一
場
六
一
二
頁
下
一
一
行
）、

助
詞
修
正
。
初
出
誌（
9
‐
5
）、原
稿（
11
‐
17
）と
も
に『
全
集
』

と
同
じ
。

5　

つ
い
て
ゐ
る
。）（
16
‐
9
）↓
つ
い
て
ゐ
る
）（
二
場
六
一
二

頁
下
一
八
行
）、
1
と
同
じ
く
『
全
集
』
に
よ
る
句
点
削
除
。

初
出
誌（
9
‐
9
）、
原
稿（
12
‐
5
）と
も
に
初
刊
本
と
同
じ
。

6　

お
く
た
ひ
れ
で
せ
う（
17
‐
1
）↓
お
く
た
び
れ
で
せ
う（
二

場
六
一
二
頁
下
二
〇
行
）、
濁
点
修
正
。
初
出
誌（
9
‐
12
）、

原
稿（
12‐7
）と
も
に
『
全
集
』
と
同
じ
。

7　

齢
と
つ
た（
17
‐2
）↓
齢
を
と
つ
た（
二
場
六
一
二
頁
下
二

一
行
）、『
全
集
』
に
よ
る
助
詞
追
加
だ
が
、
初
出
誌（
9‐13
）、

原
稿（
12‐8
）と
も
に
初
刊
本
と
同
じ
な
の
で
、
こ
れ
は
『
全

集
』
独
自
の
変
更
と
思
わ
れ
る
。

8　

ひ
と
を
あ
ん
ま
り
疑
は
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
22
‐

4
）↓
ひ
と
を
あ
ん
ま
り
疑
ふ
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
二

場
六
一
四
頁
上
八
行
）、
助
動
詞
の
削
除
だ
が
、
初
出
誌（
12‐

12
）、
原
稿（
16‐1
）と
も
に
初
刊
本
と
同
じ
な
の
で
、
こ
れ
は

『
全
集
』
独
自
の
変
更
と
思
わ
れ
る
。

9　

見
へ
て（
24‐2
）↓
見
え
て（
二
場
六
一
四
頁
下
三
行
）、
送

り
仮
名
修
正
。
初
出
誌（
13‐10
）、原
稿（
17‐11
）と
も
に
初
刊

本
と
同
じ
で
、
誤
記
が
続
い
て
い
た
。

10　

棚た
な（
27‐9
）↓
柵（
二
場
六
一
五
頁
上
一
六
行
）、
誤
字
修
正
。

初
出
誌（
15‐10
）、
原
稿（
20‐4
）と
も
に
『
全
集
』
と
同
じ
。

11　

見
へ
な
か
つ
た（
35
‐4
）↓
見
え
な
か
つ
た（
三
場
六
一
七

頁
上
三
行
）、
9
と
同
じ
く
送
り
仮
名
修
正
で
、
初
出
誌（
19

‐11
）、
原
稿（
25‐13
）と
も
に
誤
記
が
続
い
て
い
た
。

12　

外
で
狸
の
聞（
36
‐7
）↓
外
で
狸
の
声（
三
場
六
一
七
頁
上

一
八
行
）、
誤
字
修
正
。
初
出
誌（
20‐9
）、
原
稿（
26‐10
）と
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も
に
『
全
集
』
と
同
じ
。

13　

命
の
恩
人
と（
40
‐3
）↓
命
の
恩
人
だ
と（
四
場
六
一
八
頁

下
八
行
）、
助
動
詞
の
追
加
だ
が
、
初
出
誌（
22‐8
）、
原
稿（
28‐

19
）と
も
に
初
刊
本
と
同
じ
な
の
で
、
こ
れ
は
『
全
集
』
独
自

の
変
更
と
思
わ
れ
る
。

14　

恐
り
入
り
ま
す（
50
‐3
）↓
恐
れ
入
り
ま
す（
六
場
六
二
一

頁
上
四
行
）、
送
り
仮
名
修
正
。
初
出
誌（
28‐5
）、
原
稿（
35

‐16
）と
も
に
『
全
集
』
と
同
じ
。

15　

嫌
ひ
た
か
ら
。（
55‐1
）↓
嫌
ひ
だ
か
ら
。（
六
場
六
二
二
頁
上

二
二
行
）、
濁
点
の
修
正
。
な
お
初
出
誌（
30‐13
）、
原
稿（
39

‐9
）と
も
に
濁
点
は
あ
っ
た
が
、「
嫌
ひ
」
は
と
も
に
「
嫌
い
」

の
表
記
だ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
の
節
で
も
触
れ
る
。

16　

草
叢
が
あ
る
。）（
58‐3
）↓
草
叢
が
あ
る
）（
七
場
六
二
三

頁
上
六
行
）、
1
、
5
と
同
じ
く
『
全
集
』
に
よ
る
句
点
削
除
。

初
出
誌（
32‐10
）、
原
稿（
41‐16
）と
も
に
初
刊
本
と
同
じ
。

17　

い
い
が（
58‐3
）↓
い
ゝ
が（
七
場
六
二
三
頁
上
一
四
行
）、

踊
り
字
へ
の
変
更
。
初
出
誌（
33‐2
）も「
い
い
が
」だ
っ
た
が
、

こ
れ
は
行
頭
の
踊
り
字
表
記
を
避
け
た
た
め
な
の
で
、
も
と

も
と
原
稿（
42‐9
）は
踊
り
字
だ
っ
た
。

18　

殺
さ
れ
な
い
で
も
す
ん
だ
ら
う（
64‐9
）↓
殺
さ
れ
な
い
で

す
ん
だ
ら
う（
七
場
六
二
四
頁
下
三
行
）、
助
詞
の
省
略
だ
が
、

初
出
誌（
36
‐
13
）、
原
稿（
46
‐
14
）と
も
に
初
刊
本
と
同
じ

な
の
で
、
こ
れ
は
『
全
集
』
独
自
の
変
更
と
思
わ
れ
る
。

19　

幕
（
一
七
、六
、五
）（
69
‐
10
）↓
（
幕
）
一
九
一
七
、六
、

五（
七
場
六
二
五
頁
下
二
〇
行
）、戯
曲
末
尾
の
「
幕
」
と
脱
稿

日
の
表
記
の
変
更
。
な
お
、
初
出
誌（
39‐13
）は
「（
幕
）（
一

七
、六
、五
）」、
原
稿（
50
‐
10
）は
「（
幕
）　
（
一
七
、六
、

五
、）」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

以
上
、「
か
ち
〳
〵
山
」
の
初
刊
本
と
『
全
集
』
と
の
間
の

一
九
の
異
同
を
見
て
き
た
。作
者
没
後
に
編
集
・
刊
行
さ
れ
た
、

こ
の
『
全
集
』
の
本
文
確
定
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
な
誤
記
や

誤
植
を
除
き
、
初
刊
本
ま
で
の
本
文
が
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。

そ
こ
で
、前
記
の
三
つ
を
含
む
以
下
の
四
ヶ
所
に
つ
い
て
は
、

『
全
集
』
本
文
を
、
矢
印
以
降
の
表
記
に
改
め
る
べ
き
と
思
わ

れ
る
。
な
お
、
引
用
と
傍
線
は
最
小
限
に
と
ど
め
る
。

7　

齢
を
と
つ
た
↓
齢
と
つ
た（
二
場
六
一
二
頁
下
二
一
行
）

8　

疑
ふ
も
の
↓
疑
は
う
も
の（
二
場
六
一
四
頁
上
八
行
）
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13　

命
の
恩
人
だ
と
↓
命
の
恩
人
と（
四
場
六
一
八
頁
下
八
行
）

18　

な
い
で
↓
な
い
で
も（
七
場
六
二
四
頁
下
三
行
）

こ
れ
ら
の
中
で
も
、8
、13
、18
の
三
つ
は
、「
か
ち
〳
〵
山
」

の
筆
者
の
解
釈＊

2

に
よ
る
〈
信
頼
〉
の
主
題
や
〈
悲
壮
を
帯
び
た

歓
喜
〉
と
い
う
情
調
へ
の
関
係
が
深
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
後
に
ま
た
触
れ
る
。

　
　

三　

初
出
誌
か
ら
初
刊
本
へ

発
行
日
が
迫
る
中
、
短
い
校
正
期
間
を
経
て
、
急
い
で
発
表

さ
れ
る
こ
と
の
多
い
初
出
誌
の
本
文
に
比
べ
て
、
い
く
つ
か
の

作
品
が
ま
と
め
ら
れ
て
刊
行
さ
れ
る
初
刊
本
の
本
文
に
は
、
比

較
的
時
間
を
か
け
て
、
作
者
自
身
に
よ
る
誤
植
や
表
現
の
修
正

が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

こ
う
し
た
修
正
と
思
わ
れ
る
変
更
を
含
め
、「
か
ち
〳
〵
山
」

の
初
出
誌
と
初
刊
本
と
の
間
に
は
、
少
な
く
と
も
一
二
一
の
異

同
が
見
ら
れ
た
。
そ
の
内
訳
は
、多
い
順
に
﹇
仮
名
・
漢
字
等
﹈

が
五
二
例
、﹇
助
詞
等
﹈
が
二
一
例
、﹇
句
読
点
﹈
が
二
一
例
、

ま
た
分
類
基
準
が
少
し
異
な
る
が
、﹇
表
現
﹈
が
一
七
例
、﹇
敬

語
﹈
が
一
〇
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
お
お
む
ね
は
誤
植
の
訂
正

と
思
わ
れ
る
も
の
な
ど
で
あ
る
が
、﹇
表
現
﹈や﹇
敬
語
﹈
を
含

む
そ
の
他
の
四
分
の
一
ほ
ど
の
中
に
は
、
表
現
や
文
脈
に
関
わ

る
異
同
も
あ
る
。

そ
こ
で
次
に
、
原
稿
を
確
認
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
初
出
誌
か

ら
初
刊
本
へ
の
異
同
の
意
味
を
、一
つ
ず
つ
考
え
て
い
き
た
い
。

表
記
の
仕
方
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
異
同
ご
と
に
作
品
冒
頭
部

か
ら
連
番
を
付
し
た
。
続
け
て
、
最
初
に
初
出
誌
、
次
に
初
刊

本
の
表
記
を
記
し
た
。
異
同
部
分
が
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
、

そ
れ
を
含
む
周
辺
部
分
に
傍
線
を
付
し
た
。
そ
の
後
の
（　

）

内
の
数
字
は
、
初
出
誌
、
初
刊
本
そ
れ
ぞ
れ
の
該
当
す
る
（
頁

‐行
）
を
表
す
。
な
お
、初
出
誌
と
原
稿
の
表
記
が
同
一
で
あ
る

場
合
は
、
初
出
誌
の
「
頁‐行
」
に
続
け
て
、
原
稿
当
該
箇
所
の

そ
れ
を
記
し
た
。
ま
た
初
刊
本
の「
頁‐行
」に
続
け
て『
全
集
』

当
該
箇
所
の
場
、
頁
、
段
、
行
を
漢
数
字
で
記
し
た
。

1　

た
つ
し
や
に
し
て
ゐ
る
よ
。（
1
‐
15
、
1
‐
12
）↓
た
つ
し

や
に
し
て
ゐ
る
よ
、（
2‐6
、
一
場
六
〇
九
頁
上
一
三
行
）、

句
点
を
読
点
に
変
え
た
こ
と
で
速
度
が
上
が
っ
た
。

2　

い
ゝ
が（
2‐2
、
1‐17
）↓
お
よ
ろ
し
い
が（
2‐9
、
一
場
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六
〇
九
頁
上
一
七
行
）、
敬
語
。
兎
か
ら

へ
、
正
し
く
敬
意

が
上
が
っ
た
。

3　

そ
れ
は
気
の
毒
だ
が（
2
‐
5
、
2
‐4
）↓
そ
れ
で
は
気
の

毒
だ
が（
3‐3
、
一
場
六
〇
九
頁
下
三
行
）、
助
詞
の
変
更
。

文
意
が
よ
り
自
然
に
な
っ
た
。

4　

行
つ
て
来
ま
す（
2‐8
、
2‐10
）↓
行
つ
て
参
り
ま
す（
3

‐5
、
一
場
六
〇
九
頁
下
八
行
）、
敬
語
。
兎
か
ら
婆
へ
、
正
し

く
敬
意
が
上
が
っ
た
。

5　

か
わ
ら
ず（
2‐11
、
2‐13
）↓
か
は
ら
ず（
3‐11
、
一
場
六

〇
九
頁
下
一
一
行
）、
仮
名
遣
い
は
「
変
は
る
」
が
正
し
い
。

6　

親
切
も
の
だ
よ（
2
‐
11
、
2
‐
14
）↓
親
切
も
の
だ（
3
‐
11
、

一
場
六
〇
九
頁
下
一
一
行
）、
助
詞
。
婆
の
独
白
か
ら
「
よ
」

を
削
除
し
て
簡
略
化
さ
れ
た
。

7　

よ
く
帰
つ
て
来
た
ね（
3
‐
1
、
2
‐
20
）↓
よ
く
帰
つ
て
来

な
さ
つ
た（
4‐6
、
一
場
六
〇
九
頁
下
一
七
行
）、
敬
語
・
助
詞
。

婆
か
ら

へ
、
敬
語
化
と
助
詞
の
略
に
よ
っ
て
、
正
し
く
敬

意
が
上
が
っ
た
。

8　

た
ら
う
ね（
3
‐1
）↓
だ
ら
う
ね（
4
‐
6
、
一
場
六
〇
九
頁

下
一
七
行
）、
濁
点
修
正
。
原
稿（
3‐1
）は
初
刊
本
と
同
じ
。

9　

い
ゝ
土
産
物
を
も
つ
て
帰
つ
て
来
て
や
つ
た
よ（
3
‐
2
、

3
‐3
）↓
い
ゝ
土
産
物
を
も
つ
て
帰
て
や
つ
た
よ（
4
‐
8
、

一
場
六
〇
九
頁
下
一
九
行
）、
初
刊
本
の
「
来
て
」
の
省
略
に

は
、
帰
っ
た
こ
と
自
体
よ
り
も
、
土
産
物
へ
の
注
意
を
際
立

た
せ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
な
お
、
促
音
「
つ
」
の
脱
字

は
誤
植
だ
ろ
う
。『
全
集
』
で
も
初
刊
本
の
表
記
の
ま
ま
。

10　

や
う
御
座
い
ま
し
た
ね（
3
‐6
）↓
よ
う
御
座
い
ま
し
た

ね（
5‐1
、
一
場
六
〇
九
頁
下
二
三
行
）、
仮
名
遣
い
修
正
。

「
よ
う
」
が
正
し
い
。
原
稿（
3‐10
）は
初
刊
本
と
同
じ
。

11　

た
す
け
て
下
さ
れ
ば（
4
‐
5
、
4
‐
13
）↓
た
す
け
て
下
さ

れ
ば
、（
6‐10
、
一
場
六
一
〇
頁
上
一
七
行
）、
読
点
が
加
え

ら
れ
て
文
節
が
短
く
な
っ
た
。

12　

あ
て
に
な
る
か
な
ら
な
い
か
わ
か
ら
な
い
か
ね（
4
‐
14
）

↓
あ
て
に
な
る
か
な
ら
な
い
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
ね（
8
‐
3
、

一
場
六
一
〇
頁
下
六
行
）、脱
字
修
正
。
な
お
原
稿（
5‐15
）は

「
か
ら
な
」
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
の
節
で
も
触
れ
る
。

13　

可
哀
さ
う
に
も
な
る
ね（
5
‐2
）↓
可
哀
さ
う
に
な
る
ね

（
8‐7
、
一
場
六
一
〇
頁
下
一
〇
行
）、
助
詞
省
略
だ
が
、
文

脈
上
は
助
詞
が
あ
る
方
が
良
く
、
原
稿（
5‐20
）で
も
「
に
も

な
る
な
」
と
あ
る
の
で
、
脱
字
の
可
能
性
が
高
い
。

14　

帰
つ
て
ゐ
ら
つ
し
た
よ（
5
‐
6
、
6
‐8
）↓
帰
つ
て
ゐ
ら
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し
つ
た
よ（
9‐1
、
一
場
六
一
〇
頁
下
一
五
行
）、
表
現
修
正
。

「
い
ら
し
つ
た
」
は
当
時
東
京
山
手
で
使
わ
れ
て
い
た
。

15　

こ
わ
く（
5‐14
、
7‐1
）↓
こ
は
く（
10‐1
、
一
場
六
一
一

頁
上
一
一
行
）、
仮
名
遣
い
修
正
、「
こ
は
」
が
正
し
い
。

16　

失
え
て
ゆ
く（
6‐3
、
7‐11
）↓
消
え
て
ゆ
く（
10‐6
、
一

場
六
一
一
頁
上
二
三
行
）、漢
字
の
変
更
。な
お
原
稿
に
は「
消
」

を
消
し
た
跡
も
見
え
る
。

17　

ゐ
れ
て
飼
つ
て
お
く
か（
6
‐8
）↓
入
れ
て
飼
つ
て
お
く

か（
11‐3
、
一
場
六
一
一
頁
下
八
行
）、
誤
字
修
正
。
原
稿（
8

‐3
）も
、
初
出
誌
と
同
じ
誤
字
だ
っ
た
。

18　

わ
る
い
こ
と
を
し
た
ら（
6
‐
13
、
8
‐9
）↓
わ
る
い
こ
と

を
し
た
ら
、（
11‐8
、
一
場
六
一
一
頁
下
一
三
行
）、
長
文
に

読
点
が
追
加
さ
れ
、
読
み
や
す
く
な
っ
た
。

19　

し
ま
せ
ん
で
し
た
ら（
6
‐
14
、
8
‐
12
）↓
し
ま
せ
ん
で
し

た
ら
、（
11‐10
、
一
場
六
一
一
頁
下
一
五
行
）、
読
点
の
追
加
。

18
と
同
様
に
読
み
や
す
く
な
っ
た
。

20　

ゆ
は
い
つ
け
て（
7
‐
2
、
8
‐
20
）↓
ゆ
は
ひ
つ
け
て（
12
‐

3
、
一
場
六
一
一
頁
下
一
九
行
）、
仮
名
遣
い
の
修
正
。「
ゆ

は
ひ
」
が
正
し
い
。

21　

嘘
つ
く（
7‐4
、
9‐3
）↓
嘘
を
つ
く（
12‐5
、
一
場
六
一

一
頁
下
二
一
行
）、
助
詞
「
を
」
の
追
加
で
、
よ
り
正
し
い
言

い
方
と
な
っ
た
。

22　

う
た
が
い
深
い（
7
‐
7
、
9
‐8
）↓
う
た
が
ひ
深
い（
12
‐

8
、
一
場
六
一
一
頁
下
二
五
行
）、
仮
名
遣
い
の
修
正
。「
う

た
が
ひ
」
が
正
し
い
。

23　

喰
は
れ
や
し
な
い
か
と（
7
‐
7
、
9
‐9
）↓
食
は
れ
や
し

な
い
か
と（
12‐9
、
一
場
六
一
一
頁
下
二
六
行
）、
漢
字
修
正
。

後
の
例
で
は
「
喰
」
は
「
く
ら
（
ふ
）」
の
読
み
の
よ
う
だ
。

24　

ま
が
あ
る
と
逃
げ
や
う
と
し
ま
す
よ（
7
‐
7
、
9
‐9
）↓

す
き
が
あ
る
と
逃
げ
や
う
と
し
ま
す
よ（
12
‐
9
、
一
場
六
一

一
頁
下
二
六
行
）、「
ま
」（
間
）
か
ら
「
す
き
」（

）
へ
の
表

現
の
変
更
。
よ
り
わ
か
り
や
す
く
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

25　

本
当
に
逃
が
し
て
や
つ
て
も（
7
‐
8
、
9
‐
11
）↓
本
当
は

逃
が
し
て
や
つ
て
も（
12‐10
、
一
場
六
一
二
頁
上
一
行
）、
助

詞
の
変
更
。
よ
り
自
然
な
心
情
表
現
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

26　

ゆ
わ
い
つ
け
て（
7
‐
12
、
9
‐
19
）↓
ゆ
は
ひ
つ
け
て（
13
‐

5
、
一
場
六
一
二
頁
上
七
行
）、
20
に
同
じ
く
「
ゆ
は
ひ
」
へ

仮
名
遣
い
が
修
正
さ
れ
た
。

27　

わ
か
つ
た
つ
て（
8
‐
3
、
10
‐
12
）↓
わ
か
た
つ
て（
14
‐
3
、

一
場
六
一
二
頁
上
一
六
行
）、
初
刊
本
で
促
音
脱
字
の
誤
植
。
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『
全
集
』
で
は
修
正
さ
れ
て
い
る
。

28　

お
こ
ら
な
い
の
だ（
9
‐
1
、
11
‐
13
）↓
お
こ
ら
な
い
の
た

（
15‐9
、
一
場
六
一
二
頁
下
七
行
）、
初
刊
本
で
濁
点
欠
落
の

誤
植
。『
全
集
』
で
は
修
正
さ
れ
て
い
る
。

29　

く
い
そ
こ
ね（
9‐4
、
11‐16
）↓
く
ひ
そ
こ
ね（
16‐1
、
一

場
六
一
二
頁
下
一
〇
行
）、
仮
名
遣
い
の
修
正
。「
く
ひ
」
が

正
し
い
。

30　

く
い
そ
こ
ね（
9‐5
、
11‐17
）↓
く
ひ
そ
こ
ね（
16‐2
、
一

場
六
一
二
頁
下
一
一
行
）、
29
に
同
じ
く
「
く
ひ
」
へ
仮
名
遣

い
の
修
正
。

31　

だ
が
反
つ
て
気
持
は
い
（ゝ
9
‐
5
、
11
‐
17
）↓
だ
が
反
つ

た
気
持
は
い
（ゝ
16‐2
、
一
場
六
一
二
頁
下
一
一
行
）、
初
刊

本
の
誤
植
。『
全
集
』
で
は
修
正
さ
れ
て
い
る
。

32　

足
を
あ
ら
う
水（
9
‐
6
、
11
‐
19
）↓
足
を
あ
ら
ふ
水（
16
‐

4
、
一
場
六
一
二
頁
下
一
三
行
）、
仮
名
遣
い
の
修
正
。「
あ

ら
ふ
」
が
正
し
い
。

33　

お
く
た
び
れ
で
せ
う（
9
‐
12
、
12
‐7
）↓
お
く
た
ひ
れ
で

せ
う（
17‐1
、
二
場
六
一
二
頁
下
二
〇
行
）、
初
刊
本
で
濁
点

欠
落
の
誤
植
。『
全
集
』
で
は
修
正
さ
れ
て
い
る
。

34　

年
と
つ
た（
9‐13
、
12‐8
）↓
齢
と
つ
た（
17‐2
、
二
場
六

一
二
頁
下
二
一
行
）、
他
の
例
に
合
わ
せ
て
「
齢
」
に
修
正
さ

れ
た
。
な
お
既
述
の
通
り
『
全
集
』
で
は
「
齢
を
と
つ
た
」

と
「
を
」
が
補
わ
れ
て
い
る
。

35　

思
つ
て
ゐ
ま
す（
10‐7
、
13‐7
）↓
思
つ
て
を
り
ま
す（
18

‐
2
、
二
場
六
一
三
頁
上
九
行
）、
狸
か
ら
婆
へ
の
敬
意
が
上

げ
ら
れ
た
。

36　

あ
な
た
が
た
が（
10‐8
、
13‐9
）↓
あ
な
た
が（
18‐4
、
二

場
六
一
三
頁
上
一
一
行
）、
狸
の
台
詞
。
初
刊
本
で
「
が
た
」

を
省
き
、
単
数
「
あ
な
た
」
に
改
め
ら
れ
た
。
だ
が
、
少
し

後
に
「
あ
な
た
方
」
と
い
う
表
記
も
あ
る
。

37　

お
手
つ
だ
い
が（
10
‐
9
、
13
‐
12
）↓
お
手
つ
だ
ひ
が（
18
‐

6
、
二
場
六
一
三
頁
上
一
三
行
）、
仮
名
遣
い
の
修
正
。「
手

つ
だ
ひ
」
が
正
し
い
。

38　
（
泣
く
真
似
す
る
）（
11
‐
1
、
14
‐2
）↓
（
泣
き
真
似
す

る
）（
19‐5
、
二
場
六
一
三
頁
上
二
二
行
）、
ト
書
き
の
言
葉
。

表
現
の
修
正
に
よ
り
、
狸
の
芝
居
気
を
強
め
た
か
。

39　

米0

を
つ
い
て（
11
‐3
）↓
米
を
つ
い
て（
19
‐
7
、
二
場
六

一
三
頁
上
二
四
行
）、不
要
な
傍
点
が
削
除
さ
れ
た
。後
述
す
る

が
、
原
稿（
14‐5
）は
「
も
ち
0

0

」
の
た
め
に
傍
点
が
あ
っ
た
。

40　

い
や
〳
（〵
11‐14
、
15‐1
）↓
い
や
〳
〵
。（
20‐9
、
二
場
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六
一
三
頁
下
一
一
行
）、
句
点
の
追
加
に
よ
り
、
台
詞
に
間
が

置
か
れ
た
。

41　

狸
、
ど
う
も（
12
‐5
）↓
狸
。
ど
う
も（
21
‐
6
、
二
場
六

一
三
頁
下
二
二
行
）、
話
者
名
を
示
す
句
点
へ
の
修
正
。
原
稿

（
15‐9
）は
初
刊
本
と
同
じ
。

42　

い
や
ぢ
や
な
い（
12‐7
、
15‐13
）↓
お
い
や
ぢ
や
な
い（
21

‐
10
、
二
場
六
一
四
頁
上
三
行
）、
狸
か
ら
婆
へ
の
敬
意
が
正

し
く
上
げ
ら
れ
た
。

43　

ゆ
わ
い
て（
12‐14
、
16‐5
）↓
ゆ
は
ひ
て（
22‐6
、
二
場
六

一
四
頁
上
一
〇
行
）、
仮
名
遣
い
「
ゆ
は
ひ
」
が
正
し
い
。

44　

か
け
ま
せ
ぬ（
12‐14
）↓
か
け
ま
せ
ん（
22‐7
、
二
場
六
一

四
頁
上
一
一
行
）、撥
音
便
へ
の
修
正
。
原
稿（
16‐6
）は
初
刊

本
と
同
じ
。

45　

疑
ひ
深
か
く
い
ら
つ
し
や
い
ま
す
ね（
12
‐
15
、
16
‐7
）↓

疑
ひ
深
く
つ
て
ゐ
ら
し
や
い
ま
す
ね（
22
‐
8
、
二
場
六
一
四

頁
上
一
二
行
）、
送
り
仮
名
お
よ
び
助
詞
が
修
正
さ
れ
た
。

46　

苦
し
め
て（
13
‐
4
、
16
‐
16
）↓
苦
し
め
に
な
つ
て（
23
‐
3
、

二
場
六
一
四
頁
上
一
八
行
）、
狸
か
ら
婆
へ
の
敬
意
が
正
し
く

上
げ
ら
れ
た
。

47　

損
し
て
ゐ
ら
つ
し
や
る（
13
‐
4
、
16
‐
17
）↓
損
し
て
ゐ
ら

し
や
る（
23‐3
、
二
場
六
一
四
頁
上
一
八
行
）、
本
文
直
前
に

「
思
つ
て
ゐ
ら
つ
し
や
る
」
の
例
が
あ
り
、
初
刊
本
で
の
誤

植
と
思
わ
れ
る
。『
全
集
』
に
も
こ
の
誤
植
が
引
き
継
が
れ
て

し
ま
っ
て
い
る
。

48　

狸
奴
又
人
を
ば
か
さ
う
と（
13
‐
9
、
17
‐7
）↓
狸
の
奴
又

人
を
ば
か
さ
う
と（
23‐11
、
二
場
六
一
四
頁
上
二
六
行
）。
原

稿
で
は「
奴
」に「
め
」の
ル
ビ
が
付
さ
れ
て
い
る
。「
狸
奴
」

「
狸
の
奴
」
と
も
に
本
文
中
に
他
の
用
例
が
あ
り
、
こ
こ
で

は
変
更
に
よ
っ
て
、
よ
り
聞
き
取
り
や
す
く
し
た
も
の
か
。

49　

し
ば
つ
て
お
か
な
い
と
も
し
も
の
時（
14
‐
14
、
19
‐6
）↓

し
ば
つ
て
お
か
な
い
と
、
も
し
も
の
時（
26
‐
6
、
二
場
六
一

五
頁
上
二
行
）、
読
点
で
文
が
正
し
く
区
切
ら
れ
た
。

50　

か
ま
い
ま
せ
ん（
15
‐
1
、
19
‐
11
）↓
か
ま
ひ
ま
せ
ん（
26
‐

10
、
二
場
六
一
五
頁
上
六
行
）、
仮
名
遣
い
の
修
正
。「
か
ま

ひ
」
が
正
し
い
。

51　

ゆ
わ
く（
15‐9
、
20‐3
）↓
ゆ
は
く（
27‐8
、
二
場
六
一
五

頁
上
一
五
行
）、
仮
名
遣
い
は
「
ゆ
は
く
」
が
正
し
い
。

52　

柵
の
間
か
ら
手
を（
15
‐
10
、
20
‐4
）↓
棚
の
間
か
ら
手
を

（
27‐9
、
二
場
六
一
五
頁
上
一
六
行
）、
初
刊
本
の
誤
植
。『
全

集
』
で
は
「
柵
」
に
戻
さ
れ
た
。
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53　

ゆ
わ
く（
15‐10
、
20‐6
）↓
ゆ
は
く（
27‐9
、
二
場
六
一
五

頁
上
一
六
行
）、
51
同
様
に
「
ゆ
は
く
」
の
仮
名
遣
い
修
正
。

54　

ゆ
わ
い
つ
け
て（
16
‐
2
、
20
‐
15
）↓
ゆ
は
へ
つ
け
て（
28
‐

6
、
二
場
六
一
五
頁
上
二
四
行
）、
下
に
「
つ
け
て
」
が
続
く

20
、
26
と
同
様
の
「
ゆ
は
ひ
」
へ
の
仮
名
遣
い
修
正
だ
が
、

こ
の
例
の
み
「
ゆ
は
へ
」
と
下
二
段
活
用
で
あ
る
。

55　

ゆ
わ
い
て（
16‐3
、
20‐18
）↓
ゆ
は
ひ
て（
28‐7
、
二
場
六

一
五
頁
上
二
五
行
）、43
同
様
に「
ゆ
は
ひ
」へ
仮
名
遣
い
修
正
。

56　

働
け
る
身
體
し
な
が
ら（
16
‐
6
、
21
‐2
）↓
働
け
る
身
體

を
し
な
が
ら（
29‐1
、
二
場
六
一
五
頁
下
四
行
）、
助
詞
を
追

加
し
て
わ
か
り
や
す
く
し
た
か
。
な
お
、
原
稿
で
は
「
働
け

る
身
體
し
て
」
の
（
お
そ
ら
く
）「
て
」
を
消
し
、「
な
が
ら
」

を
加
え
て
い
る
。

57　

貰
い
ま
す（
16‐8
）↓
貰
ひ
ま
す（
29‐5
、
二
場
六
一
五
頁

下
八
行
）、
仮
名
遣
い
の
修
正
。「
貰
ふ
」
が
正
し
い
。
な
お
、

後
述
す
る
が
原
稿（
21‐7
）で
は
「
貰
」
は
平
仮
名
表
記
。

58　

信
用
し
て
は
く
れ
な
い
。（
16
‐
12
、
21
‐
13
）↓
信
用
し
て

は
く
れ
な
い
、（
29‐10
、
二
場
六
一
五
頁
下
一
三
行
）、
句
点

か
ら
読
点
へ
の
修
正
。
こ
の
58
か
ら
後
の
60
ま
で
は
、
狸
の

台
詞
中
の
同
様
の
修
正
が
続
く
が
、
初
刊
本
で
は
、
読
点
で

文
を
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
で
、
間
接
話
法
的
な
台
詞
に
勢
い

を
持
た
せ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

59　

殺
さ
れ
る
許
り
だ
。（
16
‐
12
、
21
‐
14
）↓
殺
さ
れ
る
許
り

だ
、（
29‐11
、
二
場
六
一
五
頁
下
一
四
行
）、
58
に
同
じ
く
、

間
接
話
法
的
な
読
点
へ
の
修
正
。

60　

も
の
は
な
い（
16‐12
）↓
も
の
は
な
い
、（
30‐1
、
二
場
六

一
五
頁
下
一
五
行
）、
読
点
の
追
加
。
初
出
誌
の
句
読
点
欠
落

は
行
末
の
た
め
だ
が
、
58
、
59
に
同
じ
く
原
稿（
21‐15
）は
句

点
で
、
同
様
の
修
正
で
あ
ろ
う
。

61　

命
で
も
す
て
や
う
と
云
ふ
気
で
ゐ
る
か
ら
。（
17
‐
9
、
22

‐
17
）↓
命
で
も
す
て
や
う
と
云
ふ
気
で
ゐ
る
か
ら
ね
。（
31
‐

6
、
二
場
六
一
六
頁
上
一
二
行
）、
助
詞
を
付
加
。
婆
が
狸
に

兎
の
偉
さ
を
、
よ
り
強
調
す
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
変
っ
た
。

62　

す
く
い
た
お
す（
17
‐
14
、
23
‐6
）↓
す
く
ひ
た
ほ
す（
32
‐

2
、
二
場
六
一
六
頁
上
一
八
行
）、
仮
名
遣
い
の
修
正
。「
す

く
ひ
」
が
正
し
い
。

63　

婆
を
足
で
ふ
み
つ
け（
18
‐
1
、
23
‐8
）↓
婆
を
足
で
ふ
み

つ
け
て（
32‐4
、
二
場
六
一
六
頁
上
二
一
行
）、
助
詞
を
付
加
。

動
作
と
そ
の
結
果
の
状
態
が
明
示
さ
れ
た
。

64　

こ
の
杵
で
あ
な
た
を
殺
さ
う
と
、
生
か
さ
う
と（
18‐2
）↓
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こ
の
杵
で
あ
な
た
を
殺
さ
う
と
生
か
さ
う
と
、（
32
‐
5
、
二

場
六
一
六
頁
上
二
三
行
）、
読
点
が
後
ろ
に
移
動
し
、
読
み
や

す
く
な
っ
た
。
原
稿（
23‐10
）は
「
と
」
と
「
も
」
の
違
い
は

あ
る
が
、
読
点
の
位
置
は
初
出
誌
と
同
じ
。

65　

こ
う
な
れ
ば（
18‐2
、
23‐10
）↓
か
う
な
れ
ば（
32‐6
、
二

場
六
一
六
頁
上
二
三
行
）、
仮
名
遣
い
の
修
正
。「
か
う
」
が

正
し
い
。

66　

お
前
は
、（
18‐4
、
23‐13
）↓
お
前
は（
32‐8
、
二
場
六
一

六
頁
上
二
五
行
）、
読
点
が
省
か
れ
た
が
、
狸
に
逆
襲
さ
れ
た

婆
の
緊
張
を
考
え
れ
ば
、
読
点
の
意
義
も
大
き
い
と
思
わ
れ
、

誤
植
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

67　

お
い
つ
か
な
い（
18
‐
14
、
24
‐9
）↓
お
ひ
つ
か
な
い（
33
‐

8
、
二
場
六
一
六
頁
下
一
〇
行
）、
仮
名
遣
い
の
修
正
。「
お

ひ
」
が
正
し
い
。

68　

さ
ん
、
兎
、
助
け
て
！（
19
‐
1
、
24
‐
11
）↓
お

さ
ん
、

兎
、
助
け
て
！　

人
殺
し
い
！（
33
‐
10
、
二
場
六
一
六
頁
下

一
三
行
）、「

さ
ん
」
に
接
頭
語
「
お
」
が
、お
よ
び
「
人
殺

し
い
！
」
が
追
加
さ
れ
、
殺
人
の
緊
迫
感
が
強
調
さ
れ
た
。

69　

年
と
つ
て（
19‐9
、
25‐9
）↓
齢
と
つ
て（
34‐10
、
三
場
六

一
六
頁
下
二
二
行
）、
年
齢
を
表
す
の
に
ふ
さ
わ
し
い
「
齢
」

に
改
め
ら
れ
た
。

70　

婆
を
お
怒
ら
し
た
の
で（
20
‐
4
、
26
‐1
）↓
婆
を
お
怒
ら

し
た
の
か（
35‐11
、
三
場
六
一
七
頁
上
一
〇
行
）、
狸
を
殺
し

た
説
明
が
、
理
由
か
ら
推
測
に
変
更
さ
れ
、
表
現
に
含
み
が

も
た
ら
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

71　

外
で
狸
の
聲（
20‐9
）↓
外
で
狸
の
聞（
36‐7
、
三
場
六
一

七
頁
上
一
八
行
）、
明
ら
か
な
漢
字
誤
植
で
、
原
稿（
26‐10
）は

初
出
誌
と
同
じ
。『
全
集
』
で
「
声
」
に
戻
さ
れ
た
。

72　

く
ず
れ
る（
21‐5
、
27‐7
）↓
く
づ
れ
る（
37‐9
、
三
場
六

一
七
頁
下
一
六
行
）、
仮
名
遣
い
の
修
正
。「
く
づ
れ
る
」
が

正
し
い
。

73　

お
あ
い
に
な
つ
た（
21
‐
10
、
27
‐
14
）↓
お
あ
ひ
に
な
つ
た

（
38‐4
、
三
場
六
一
七
頁
下
二
二
行
）、
仮
名
遣
い
の
修
正
。

「
あ
ひ
」
が
正
し
い
。

74　

や
す
も
う（
22
‐
2
、
28
‐5
）↓
や
す
ま
う（
39
‐
5
、
四
場

六
一
八
頁
上
一
〇
行
）、仮
名
遣
い
の
修
正
。「
や
す
ま
」（
う
）

が
正
し
い
。

75　

足
も
と
に
も
お
よ
ば
な
い
よ（
22
‐
14
、
29
‐8
）↓
足
も
と

に
も
よ
り
つ
け
な
い
よ（
40‐10
、
四
場
六
一
八
頁
下
一
五
行
）、

狸
の
言
葉
。
表
現
が
誇
張
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。



 ‒224‒

「文学部紀要」文教大学文学部第31-1号　寺澤浩樹

 （13）

76　

こ
う
や
つ
て（
23‐6
、
30‐1
）↓
か
う
や
つ
て（
41‐8
、
四

場
六
一
八
頁
下
二
四
行
）、
65
に
同
じ
く
、
仮
名
遣
い
の
修
正
。

「
か
う
」
が
正
し
い
。

77　

疑
が
は
な
い
こ
と
は
な
い（
23
‐
15
）↓
疑
が
は
な
い
こ
と

は
な
い
。（
42‐9
、
四
場
六
一
九
頁
上
一
〇
行
）、
句
点
の
追

加
。
初
出
誌
の
句
点
欠
落
は
行
末
の
た
め
。
原
稿（
30‐18
）は

初
刊
本
と
同
じ
。

78　

無
理
も
な
い
。
無
理
が
な
い
處
か（
24
‐
2
、
31
‐1
）↓
無

理
が
な
い
。
無
理
は
な
い
處
か（
42
‐
11
、
四
場
六
一
九
頁
上

一
二
行
）、
狸
の
虚
言
に
同
意
の
ふ
り
を
す
る
兎
の
言
葉
。
そ

れ
ぞ
れ
「
が
」
と
「
は
」
へ
の
変
更
に
よ
っ
て
、
道
理
の
流

れ
が
よ
り
強
調
さ
れ
た
も
の
と
感
じ
ら
れ
る
。

79　

憎
ん
で
ゐ
る
わ
け
だ
か
ら
ね
。（
24
‐
4
、
31
‐7
）↓
憎
ん

で
ゐ
る
わ
け
だ
か
ら
ぬ
。（
43
‐
3
、
四
場
六
一
九
頁
上
一
五

行
）、
明
ら
か
な
誤
植
。『
全
集
』
で
は
修
正
さ
れ
た
。

80　

な
に
遠
慮
は
い
ら
な
い
。（
25
‐
11
、
33
‐1
）↓
な
に
遠
慮

は
い
ら
な
い
よ
。（
45‐9
、
四
場
六
一
九
頁
下
一
七
行
）、
兎

が
狸
を
舟
遊
び
の
計
略
に
誘
う
台
詞
。
終
助
詞
「
よ
」
の
追

加
に
よ
っ
て
、
狸
へ
の
媚
態
の
演
技
が
感
じ
ら
れ
る
。

81　

焼
い
て
や
れ
。
狸
さ
ん（
26
‐
1
、
33
‐
12
）↓
焼
い
て
や
れ
。

（
大
聲
を
出
し
）
狸
さ
ん（
46
‐
5
、
四
場
六
一
九
頁
下
二
四

行
）、
ト
書
き
の
追
加
に
よ
っ
て
、
狸
へ
の
距
離
と
兎
の
感
情

が
表
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

82　

兎
お
い
つ
く（
26‐4
、
33‐16
）↓
兎
お
ひ
つ
く（
46‐10
、
五

場
六
二
〇
頁
上
三
行
）、
仮
名
遣
い
の
修
正
。「
お
ひ
」
が
正

し
い
。

83　

お
前
が
お
花
を
持
つ
て（
27
‐
15
、
35
‐8
）↓
お
前
が
花
を

持
つ
て（
49‐8
、
六
場
六
二
〇
頁
下
二
二
行
）、

か
ら
兎
へ

の
台
詞
。「
お
」
の
削
除
に
よ
り
丁
寧
度
が
下
げ
ら
れ
た
。

84　

ど
う
し
た
。
お
前
が
親
切
に
し
て
く
れ
る
の
で
、（
28
‐
3
、

35‐13
）↓
か
う
し
て
お
前
が
親
切
に
し
て
く
れ
る
の
で
、（
50

‐1
、
六
場
六
二
一
頁
上
二
行
）、
ト
書
き
「（
兎
花
を
そ
な
へ

お
じ
ぎ
す
る
）」
に
続
く

の
台
詞
だ
が
、
兎
へ
の
問
い
か
け

が
削
ら
れ
、
音
の
似
た
別
の
言
葉
に
変
え
ら
れ
た
結
果
、
わ

か
り
や
す
く
は
な
っ
た
。
し
か
し
後
の
103
に
関
わ
る
、
別
の

意
味
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

85　

嬉
し
い
か
知
ら
な
い（
28
‐
3
、
35
‐
14
）↓
嬉
し
い
か
知
れ

な
い（
50‐2
、
六
場
六
二
一
頁
上
三
行
）、
文
脈
上
、
よ
り
自

然
な
自
発
表
現
に
改
め
ら
れ
た
。

86　

恐
れ
入
り
ま
す（
28
‐
5
、
35
‐
16
）↓
恐
り
入
り
ま
す（
50
‐
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3
、
六
場
六
二
一
頁
上
四
行
）、
初
刊
本
の
誤
植
で
あ
ろ
う
。

『
全
集
』
で
は
「
恐
れ
」
に
戻
さ
れ
た
。

87　

あ
つ
て
は（
28
‐
6
、
35
‐
20
）↓
お
あ
ひ
に
な
つ
て
は（
50
‐

5
、
六
場
六
二
一
頁
上
六
行
）、
兎
か
ら

へ
の
敬
意
が
正
し

く
上
げ
ら
れ
た
。

88　

云
つ
た
さ
う
だ
が（
28
‐
8
、
36
‐3
）↓
云
つ
た
と
き（
50
‐

7
、
六
場
六
二
一
頁
上
八
行
）、
過
去
の
伝
聞
が
事
実
に
変
え

ら
れ
た
。
文
脈
上
は
そ
れ
が
正
し
く
思
わ
れ
る
。

89　

こ
ろ
げ
ま
わ
つ
て（
28
‐
14
、
36
‐
13
）↓
こ
ろ
げ
ま
は
つ
て

（
51‐3
、
六
場
六
二
一
頁
下
二
行
）、
仮
名
遣
い
の
修
正
。「
ま

は
」（
る
）
が
正
し
い
。

90　

し
が
し
御
安
心
な
さ
い
。（
28‐15
）↓
し
か
し
御
安
心
な
さ

い
。（
51‐5
、
六
場
六
二
一
頁
下
七
行
）、
濁
音
の
誤
植
。
原

稿（
36‐16
）は
初
刊
本
と
同
じ
。

91　

狸
奴
を（
28‐15
、
36‐17
）↓
狸
の
奴
を（
51‐6
、
六
場
六
二

一
頁
下
八
行
）、
48
に
同
じ
く
、
変
更
に
よ
っ
て
、
よ
り
聞
き

取
り
や
す
く
し
た
も
の
か
。

92　

ゐ
ま
す（
29‐3
）↓
ゐ
ま
す
。（
51‐9
、
六
場
六
二
一
頁
下

一
二
行
）、
句
点
の
追
加
。
初
出
誌
の
句
点
欠
落
は
行
末
の
た

め
。
原
稿（
37‐1
）は
初
刊
本
と
同
じ
。

93　

か
け
ま
す（
29‐4
）↓
か
け
ま
す
。（
51‐11
、
六
場
六
二
一

頁
下
一
四
行
）、
句
点
の
追
加
。
初
出
誌
の
句
点
欠
落
は
行
末

の
た
め
。
原
稿（
37‐3
）は
初
刊
本
と
同
じ
。

94　

承
知
し
た
か（
29
‐
5
、
37
‐4
）↓
承
知
し
た
の
か（
52
‐
1
、

六
場
六
二
一
頁
下
一
五
行
）、

か
ら
兎
へ
の
問
い
。
助
詞
の

追
加
に
よ
り
、
疑
問
が
強
調
さ
れ
た
。

95　

辛
し
を（
29‐7
、
37‐7
）↓
辛
子
を（
52‐4
、
六
場
六
二
一

頁
下
一
八
行
）、
原
稿
時
か
ら
の
略
記
を
正
し
た
も
の
。

96　

ぬ
ら
れ
た
り
し
て
も（
29
‐
7
、
37
‐8
）↓
ぬ
ら
れ
た
り
し

て（
52‐4
、
六
場
六
二
一
頁
下
一
八
行
）、
助
詞
の
省
略
だ
が
、

原
稿
や
初
出
誌
の
方
が
わ
か
り
や
す
く
思
わ
れ
る
の
で
、
脱

字
誤
植
の
可
能
性
も
あ
る
。『
全
集
』
も
省
略
の
ま
ま
。

97　

兎
の
や
う
な
馬
鹿
に
だ
ま
さ
れ
る（
29
‐
9
、
37
‐
11
）↓
兎

の
や
う
な
馬
鹿
も
の
に
だ
ま
さ
れ
る（
52
‐
7
、
六
場
六
二
一

頁
下
二
一
行
）、
直
前
に
「
自
分
の
や
う
な
利
口
な
も
の
」
と

あ
り
、
そ
れ
に
対
応
さ
せ
た
か
。

98　

大
得
意
で
す（
29‐13
）↓
大
得
意
で
す
。（
53‐3
、
六
場
六

二
二
頁
上
二
行
）、
句
点
の
追
加
。
初
出
誌
の
句
点
欠
落
は
行

末
の
た
め
。
原
稿（
37‐20
）は
初
刊
本
と
同
じ
。

99　

位
い
で
す（
30‐4
、
38‐10
）↓
位
で
す（
53‐10
、
六
場
六
二
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二
頁
上
九
行
）、
送
り
仮
名
が
修
正
さ
れ
た
。

100　

し
ま
う
ま
で（
30‐7
、
38‐19
）↓
し
ま
ふ
ま
で（
54‐5
、
六

場
六
二
二
頁
上
一
五
行
）、
仮
名
遣
い
の
修
正
。「
し
ま
ふ
」

が
正
し
い
。

101　

嫌
い
だ
か
ら
。（
30‐13
、39‐9
）↓
嫌
ひ
た
か
ら
。（
55‐1
、

六
場
六
二
二
頁
上
二
二
行
）、
仮
名
遣
い
の
修
正
。「
嫌
ひ
」

が
正
し
い
。
と
こ
ろ
が
初
刊
本
で
は
「
だ
」
の
濁
点
が
欠
落
。

『
全
集
』
で
は
す
べ
て
修
正
さ
れ
て
い
る
。

102　

見
て
ゐ
て
や
る
か
ら
。
し
つ
か
り
や
つ
て
く
れ
。（
31
‐
7
、

40
‐7
）↓
見
て
ゐ
て
や
る
か
ら
、
し
つ
か
り
や
つ
て
く
れ
。

（
56‐3
、
六
場
六
二
二
頁
下
一
〇
行
）、
句
点
が
読
点
に
改
め

ら
れ
、
よ
り
自
然
な
文
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

103　

さ
つ
き
申
し
ま
し
た
が
、（
31
‐
10
、
40
‐
14
）↓
さ
つ
き
申

し
ま
し
た
が
。（
56‐7
、
六
場
六
二
二
頁
下
一
五
行
）、
読
点

の
方
が
自
然
と
も
思
わ
れ
る
が
、
あ
え
て
句
点
を
用
い
た
こ

と
で
、
兎
の
返
事
に
は
、
前
記
84
の
「
ど
う
し
た
」
と
い
う

の
問
い
か
け
に
関
わ
る
、
別
の
意
味
が
込
め
ら
れ
た
と
思

わ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
ま
た
触
れ
る
。

104　
（

さ
ん
あ
と
見
お
く
る
）（
32‐7
、
41‐11
）↓
（

さ
ん

あ
と
を
見
お
く
る
）（
57‐9
、
六
場
六
二
三
頁
上
二
行
）、
助

詞
の
省
略
は
ト
書
き
的
で
は
あ
る
が
、
改
め
ら
れ
た
。

105　

こ
ち
ら
が
は
が
河
原
に
な
つ
て
ゐ
て（
32
‐
10
、
41
‐
14
）↓

こ
ち
ら
が
は
ゝ
河
原
に
な
つ
て
ゐ
て（
58
‐
1
、
七
場
六
二
三

頁
上
四
行
）、
ト
書
き
の
一
部
。
格
助
詞
「
が
」
か
ら
「
は
」

へ
の
変
更
に
よ
っ
て
、
指
示
性
が
弱
め
ら
れ
て
い
る
。

106　

小
さ
い
舟
が
二
艘（
32
‐
10
、
41
‐
14
）↓
小
さ
な
舟
が
二
艘

（
58‐2
、
七
場
六
二
三
頁
上
五
行
）、
ト
書
き
の
一
部
。
物
理

的
に
「
小
さ
い
舟
」
で
は
な
く
、
比
較
的
「
小
さ
な
舟
」
で

あ
る
、
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
表
現
か
。

107　

に
ほ
0

0

い0（
32‐13
、
42‐4
）↓
に
ほ
0

0

ひ0（
58‐8
、
七
場
六
二
三

頁
上
一
一
行
）、
仮
名
遣
い
修
正
「
に
ほ
ひ
」
が
正
し
い
。

108　

好
き
な
方
を
上
げ
ま
す
。（
33
‐
7
、
42
‐
17
）↓
好
き
な
方

を
上
げ
ま
せ
う
。（
59‐5
、
七
場
六
二
三
頁
上
一
九
行
）、
兎

が
狸
に
舟
を
選
択
さ
せ
る
台
詞
。
よ
り
意
志
的
、
勧
誘
的
に

な
っ
た
。

109　

も
ら
う
か
な（
33‐8
、
42‐20
）↓
も
ら
ふ
か
な（
59‐7
、
七

場
六
二
三
頁
上
二
一
行
）、
仮
名
遣
い
の
修
正
。「
も
ら
ふ
」

が
正
し
い
。

110　

に
ほ
い（
33‐10
、
43‐4
）↓
に
ほ
ひ（
59‐10
、
七
場
六
二
三

頁
上
二
四
行
）、
107
に
同
じ
く
仮
名
遣
い
修
正
。
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111　

さ
う
す
る
か
ね（
33‐12
）↓
そ
う
す
る
か
ね（
60‐1
、
七
場

六
二
三
頁
下
二
行
）、仮
名
遣
い
の
誤
植
。
原
稿（
43‐7
）が
誤

字
だ
っ
た
も
の
が
初
出
誌
で
直
さ
れ
た
も
の
の
、
初
刊
本
で

再
び
誤
字
と
な
っ
た
。『
全
集
』
も
こ
の
誤
り
の
ま
ま
。

112　

ま
あ
ど
う
せ
。
食
ひ
た
い
時
食
へ
る
の
で
す
か
ら
。（
34
‐

1
）↓
ま
あ
。ど
う
せ
食
ひ
た
い
時
食
へ
る
の
で
す
か
ら
。（
60

‐5
、
七
場
六
二
三
頁
下
六
行
）、
句
点
位
置
の
移
動
。
兎
が
泥

舟
を
選
び
始
め
た
狸
を
な
だ
め
る
時
の
台
詞
で
、
強
い
て
言

え
ば
、
そ
の
微
妙
な
心
理
的
駆
け
引
き
が
、
句
読
点
の
位
置

や
種
類
の
変
更
に
表
れ
て
い
る
と
も
言
え
る
が
、
原
稿（
43
‐

14
）で
は
初
出
誌
と
同
じ
位
置
に
あ
っ
た
の
は
読
点
だ
っ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
再
び
触
れ
る
。

113　

も
う
一
つ
食
べ
て
見
な
い
と
よ
く
は
わ
か
ら
な
い
ね（
34
‐

5
、
43
‐
20
）↓
も
う
一
つ
食
べ
て
見
な
い
と
よ
く
わ
か
ら
な

い
ね（
60‐9
、
七
場
六
二
三
頁
下
一
〇
行
）、
係
助
詞
省
略
。

狸
が
泥
舟
の
料
理
味
見
の
台
詞
だ
が
、
省
略
に
よ
っ
て
理
屈

ぽ
さ
が
な
く
な
っ
た
反
面
、
意
地
汚
さ
も
弱
ま
っ
た
よ
う
だ
。

114　

ど
う
で
す
、
具
合
は
。（
34‐15
、
44‐16
）↓
ど
う
で
す
。
具

合
は
。（
61‐11
、
七
場
六
二
三
頁
下
二
三
行
）、
読
点
が
句
点

に
変
え
ら
れ
た
が
、
倒
置
文
な
の
で
、
読
点
の
方
が
良
い
と

も
思
わ
れ
る
。

115　

利
口
ぢ
や
な
け
り
や
あ（
37
‐
2
、
46
‐
20
）↓
利
口
で
な
け

り
や
あ（
65‐3
、
七
場
六
二
四
頁
下
八
行
）、「
で
」
に
改
め
ら

れ
た
こ
と
で
「
利
口
」
が
よ
り
明
瞭
化
さ
れ
て
い
る
。

116　

舟
棹
を（
37‐6
、
47‐6
）↓
舟
の
棹
を（
65‐7
、
七
場
六
二

五
頁
上
一
行
）、
ト
書
き
の
一
部
。
助
詞
「
の
」
が
追
加
さ
れ

て
、
指
示
対
象
が
よ
り
明
瞭
と
な
っ
た
。

117　
（
酒
を
出
す
）（
38
‐
9
、
48
‐
15
）↓
（
ね
な
が
ら
酒
を
出

す
）（
67‐8
、
七
場
六
二
五
頁
上
二
三
行
）、
ト
書
き
の
一
部
。

狸
の
酔
態
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

118　

長
く
は
な
い（
38‐15
）↓
長
く
は
な
い
。（
68‐4
、
七
場
六

二
五
頁
下
四
行
）、
句
点
の
追
加
。
初
出
誌
の
句
点
欠
落
は
行

末
の
た
め
。
原
稿（
49‐4
）は
初
刊
本
と
同
じ
。

119　

兎
、
櫂
を
ふ
り
上
げ
る
。
同
時
に（
39
‐
11
、
50
‐7
）↓
兎
、

櫂
を
ふ
り
上
げ
る
、
同
時
に（
69
‐
7
、
七
場
六
二
五
頁
下
一

八
行
）、
ト
書
き
の
一
部
。
句
点
を
読
点
に
変
更
し
、
動
作
の

速
度
が
上
げ
ら
れ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

120　

ひ
ら
ひ
い
て（
39‐11
）↓
ひ
ら
い
て（
69‐8
、
七
場
六
二
五

頁
下
一
八
行
）、誤
植
修
正
。
原
稿（
50‐8
）は
初
刊
本
と
同
じ
。

121　
（
幕
）（
一
七
、六
、五
）（
39
‐
13
）↓
幕
（
一
七
、六
、五
）
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（
69‐10
、
七
場
六
二
五
頁
下
二
〇
行
）、
幕
と
脱
稿
日
の
表
記

の
変
更
。
前
節
で
触
れ
た
よ
う
に
、『
全
集
』
で
も
少
し
変
え

ら
れ
て
い
る
。
原
稿（
50‐10
）は
初
出
誌
に
最
も
近
い
。

以
上
、「
か
ち
〳
〵
山
」
の
初
出
誌
と
初
刊
本
と
の
間
の

一
二
一
の
異
同
を
見
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
中
で
も
、
初
刊
本
で

の
改
変
が
比
較
的
大
き
か
っ
た
、
表
現
や
文
脈
に
関
わ
る
次
の

四
例
を
、
代
表
的
な
異
同
と
し
て
挙
げ
て
お
き
た
い
。
は
じ
め

が
初
出
誌
の
表
記
で
、
傍
線
部
が
異
同
部
分
で
あ
る
。
参
考
の

た
め
、『
全
集
』
の
該
当
頁
等
を
漢
数
字
で
示
す
。

68　

さ
ん
、
兎
、
助
け
て
！
↓
お

さ
ん
、
兎
、
助
け
て
！

　

人
殺
し
い
！
（
二
場
六
一
六
頁
下
一
三
行
）

81　

焼
い
て
や
れ
。
狸
さ
ん
↓
焼
い
て
や
れ
。（
大
聲
を
出
し
）

狸
さ
ん
（
四
場
六
一
九
頁
下
二
四
行
）

84　

ど
う
し
た
。
お
前
が
親
切
に
し
て
く
れ
る
の
で
、
↓
か
う

し
て
お
前
が
親
切
に
し
て
く
れ
る
の
で
、（
六
場
六
二
一
頁
上

二
行
）

88　

云
つ
た
さ
う
だ
が
↓
云
つ
た
と
き
（
六
場
六
二
一
頁
上
八

行
）

こ
こ
で
、右
の
84
に
つ
い
て
の
み
、少
し
述
べ
て
お
き
た
い
。

す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
台
詞
は
「（
兎
花
を
そ
な
へ
お

じ
ぎ
す
る
）」と
い
う
ト
書
き
に
続
く

の
言
葉
だ
が
、元
の「
ど

う
し
た
。」
と
は
、
兎
の
祈
り
の
様
子
に
何
か
を
感
じ
た

の

問
い
か
け
で
あ
ろ
う
。
そ
の
何
か
は
、後
の
103
の
兎
の
言
葉「
さ

つ
き
申
し
ま
し
た
が
」
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
る
。
つ
ま
り
、

兎
は
亡
き
婆
に
対
し
て
、
泥
舟
の
狸
が
溺
れ
る
様
子
を
、

と

一
緒
に
見
て
い
る
こ
と
を
祈
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
け
れ
ど

も
作
者
は
、
い
く
ら
か
わ
か
り
に
く
い
そ
の
心
情
の
や
り
取
り

を
や
め
、「
か
う
し
て
」
に
単
純
化
し
、
代
っ
て
「
さ
つ
き
申

し
ま
し
た
が
。」
と
、そ
の
後
に
あ
え
て
句
点
を
置
く
こ
と
で
、

兎
の
そ
の
返
答
に
重
み
を
持
た
せ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
演
技

の
場
で
は
、句
点
の
後
に
重
い
間
が
置
か
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
詳
細
は
省
く
が
、
以
上
の
検
討
か
ら
、
以
下
の
五
ヶ

所
に
つ
い
て
は
、『
全
集
』
本
文
を
矢
印
以
降
の
表
記
に
改
め

る
べ
き
と
思
わ
れ
る
。
引
用
と
傍
線
は
最
小
限
に
と
ど
め
る
。

9　

帰
て
↓
帰
つ
て
（
一
場
六
〇
九
頁
下
一
九
行
）

13　

に
な
る
ね
↓
に
も
な
る
ね
（
一
場
六
一
〇
頁
下
一
〇
行
）

47　

ら
し
や
る
↓
ら
つ
し
や
る
（
二
場
六
一
四
頁
上
一
八
行
）
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96　

た
り
し
て
↓
た
り
し
て
も
（
六
場
六
二
一
頁
下
一
八
行
）

111　

そ
う
す
る
↓
さ
う
す
る
（
七
場
六
二
三
頁
下
二
行
）

　
　

四　

原
稿
か
ら
か
ら
初
出
誌
へ

締
切
に
追
わ
れ
、急
い
で
書
か
れ
る
こ
と
の
多
い
原
稿
だ
が
、

初
出
誌
掲
載
ま
で
の
短
い
期
間
に
は
、
ゲ
ラ
刷
り
に
よ
る
校
正

作
業
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
作
者
は
、
そ
の
機
会
に
ゲ
ラ
の
誤
植

の
み
な
ら
ず
、
い
く
ら
か
の
本
文
修
正
も
施
す
だ
ろ
う
。

「
か
ち
〳
〵
山
」
の
原
稿
と
初
出
誌
と
の
間
に
は
、
少
な
く

と
も
九
四
の
異
同
が
見
ら
れ
た
。そ
の
約
半
分
の
四
六
が
修
正
、

四
二
が
誤
植
と
思
わ
れ
る
が
、
ど
ち
ら
か
判
断
が
難
し
い
も
の

が
六
例
ほ
ど
あ
っ
た
。

修
正
な
い
し
そ
れ
ら
し
い
も
の
計
五
二
例
の
内
訳
は
、
多
い

順
に
﹇
仮
名
・
漢
字
・
ル
ビ
等
﹈
が
一
九
例
、﹇
助
詞
等
﹈
が
一

三
例
、﹇
表
現
﹈
が
一
一
例
、﹇
句
読
点
﹈
が
六
例
、﹇
素
材
﹈
が

三
例
で
あ
る
。

ま
た
、
誤
植
と
思
わ
れ
る
四
二
例
の
う
ち
、
初
刊
本
で
の
修

正
な
ど
を
除
く
二
六
例
は
、『
全
集
』
に
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
ま
と
め
て
記
す
。

表
記
の
仕
方
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
異
同
ご
と
に
作
品
冒
頭
部

か
ら
連
番
を
付
し
た
。
続
け
て
、
最
初
に
原
稿
、
次
に
初
出
誌

の
表
記
を
記
し
た
。
異
同
部
分
が
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
、
そ

れ
を
含
む
周
辺
部
分
に
傍
線
を
付
し
た
。
そ
の
後
の
（　

）
内

の
数
字
は
、
そ
れ
ぞ
れ
該
当
す
る
（
頁‐行
）
を
表
し
、
初
出
誌

の
「
頁‐行
」
に
続
け
て
、『
全
集
』
の
当
該
箇
所
の
場
、
頁
、

段
、
行
を
漢
数
字
で
記
し
た
。

1　

ナ
シ（
1‐3
）↓
（
こ
の
一
篇
を
あ
る
小
学
校
の
先
生
に
）

（
1‐4
、
六
〇
九
頁
上
二
行
）、
初
出
誌
で
題
辞
追
記
。

2　

一
、（
1‐4
）↓
一（
1‐5
、
一
場
六
〇
九
頁
上
三
行
）、
原

稿
に
は
場
を
示
す
数
字
の
下
に
読
点
が
あ
っ
た
。
初
出
誌
で

は
二
場
以
外
す
べ
て
脱
落
し
て
い
る
。

3　

帰
つ
て
く
る（
1‐5
）↓
帰
つ
て
来
る（
1‐6
、
一
場
六
〇

九
頁
上
四
行
）、
漢
字
に
改
め
ら
れ
た
。

4　

そ
れ
は
い
け
な
い
ね
。
お

さ
ん
も（
1‐11
）↓
そ
れ
は
い

け
な
い
ね
、
お

さ
ん
も（
1
‐
10
、
一
場
六
〇
九
頁
上
一
〇

行
）、
読
点
に
変
え
ら
れ
た
が
、
誤
植
と
思
わ
れ
る
。

5　

あ
れ
が
困
つ
て
ゐ
る
時
に
助
け
て
や
つ
た（
2
‐
14
）↓
あ

れ
が
川
に
お
ち
た
の
を
助
け
て
や
つ
た（
2
‐
11
、
一
場
六
〇
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九
頁
下
一
二
行
）、
校
正
で
表
現
が
具
体
化
さ
れ
た
。

6　

だ
ら
う
ね（
3‐1
）↓
た
ら
う
ね（
3‐1
、
一
場
六
〇
九
頁

下
一
七
行
）、
初
出
誌
の
み
誤
植
、
初
刊
本
で
修
正
さ
れ
た
。

7　

立
派
な
狸
で
す
ね
。（
3‐5
）↓
立
派
な
狸
だ
ね
。（
3‐3
、

一
場
六
〇
九
頁
下
二
〇
行
）、
婆
か
ら

へ
の
台
詞
。
敬
体
か

ら
常
体
に
変
え
ら
れ
た
。
修
正
だ
ろ
う
か
。

8　

よ
う
御
座
い
ま
し
た
ね（
3
‐
10
）↓
や
う
御
座
い
ま
し
た

ね（
3‐6
、
一
場
六
〇
九
頁
下
二
三
行
）、
初
出
誌
の
み
の
誤

植
、
初
刊
本
で
「
よ
う
」
に
修
正
さ
れ
た
。

9　

お
前
の
根
生
は（
4‐16
）↓
お
前
の
根
性
は（
4‐6
、
一
場

六
一
〇
頁
上
一
八
行
）、
原
稿
の
誤
字
が
修
正
さ
れ
た
。

10　

そ
れ
だ
け
の
こ
と
は（
4
‐
19
）↓
そ
れ
だ
け
の
事
は（
4
‐

8
、
一
場
六
一
〇
頁
上
二
一
行
）、
他
の
例
が
平
仮
名
で
あ
り
、

ま
た
漢
字
化
の
意
義
が
薄
い
た
め
、
誤
植
と
考
え
ら
れ
る
。

11　

許
し
て
や
つ
て
も
い
ゝ
が
。（
5‐14
）↓
許
し
て
や
つ
て
も

い
ゝ
が
、（
4‐14
、
一
場
六
一
〇
頁
下
五
行
）、
読
点
の
方
が

文
の
リ
ズ
ム
が
良
い
た
め
、
修
正
と
思
わ
れ
る
。

12　

あ
て
に
な
る
か
な
ら
な
い
か
（ゞ
5
‐
14
）↓
あ
て
に
な
る

か
な
ら
な
い
か（
4‐14
、
一
場
六
一
〇
頁
下
六
行
）、
主
語
を

明
示
す
る
格
助
詞
の
省
略
。
修
正
か
誤
植
か
、
微
妙
で
あ
る
。

13　

わ
か
ら
な
い
か
ら
な
。（
5‐15
）↓
わ
か
ら
な
い
か
ね
。（
4

‐14
、
一
場
六
一
〇
頁
下
六
行
）、
初
出
誌
の
み
誤
植
。
初
刊
本

で
「
ら
」
が
補
わ
れ
た
が
、
文
末
は
「
ね
」
の
ま
ま
で
あ
る
。

14　

腹
も
立
つ
が
、
こ
の（
5‐19
）↓
腹
も
立
つ
が
こ
の（
5‐2

一
場
六
一
〇
頁
下
九
行
）、
読
点
が
あ
っ
た
方
が
自
然
に
感
じ

ら
れ
る
た
め
、
誤
植
と
思
わ
れ
る
。

15　

こ
の
態ざ

ま

を
見
る
と
、（
5
‐
20
）↓
こ
の
態
を
見
る
と
、（
5

‐
2
一
場
六
一
〇
頁
下
九
行
）、
初
出
誌
で
ル
ビ
欠
落
。
総
ル

ビ
の
初
刊
本
、
パ
ラ
ル
ビ
の
『
全
集
』
で
は
付
け
ら
れ
た
。

16　

可
哀
さ
う
に
も
な
る
な（
5
‐
20
）↓
可
哀
さ
う
に
も
な
る

ね（
5‐2
、
一
場
六
一
〇
頁
下
一
〇
行
）、

の
台
詞
の
終
助

詞
が
「
な
」
か
ら
「
ね
」
に
変
え
ら
れ
る
こ
と
は
多
い
よ
う

だ
。
な
お
初
刊
本
で
は
、
さ
ら
に
「
も
」
が
削
除
さ
れ
た
。

17　

お
か
げ
て（
6‐12
）↓
お
か
げ
で（
5‐9
、
一
場
六
一
一
頁

上
四
行
）、
原
稿
の
誤
記
が
修
正
さ
れ
た
。

18　

見
て
は
ね
ら
れ
る（
6‐15
）↓
見
て
は
ね
0

0

ら
れ
る（
5‐10
、

一
場
六
一
一
頁
上
六
行
）、
校
正
時
に
傍
点
を
付
し
た
か
。

19　

生
か
し
て
く
だ
さ
れ
ば
、
私
は（
7‐6
）↓
生
か
し
て
く
だ

さ
れ
ば
私
は（
5‐15
、
一
場
六
一
一
頁
上
一
七
行
）、
初
出
誌

の
句
点
欠
落
は
行
末
の
た
め
だ
が
、
初
刊
本
か
ら
『
全
集
』
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ま
で
そ
れ
を
踏
襲
し
、
欠
落
の
ま
ま
で
あ
る
。

20　

ど
ん
な
に
感
謝
す
る
か（
7
‐6
）↓
ど
ん
な
に
有
難
が
る

か（
6‐1
、
一
場
六
一
一
頁
上
一
七
行
）、
表
現
の
修
正
。

21　

失
え
て
ゆ
く
か
ら
な
。（
7‐11
）↓
失
え
て
ゆ
く
か
ら
ね
。

（
6‐3
、
一
場
六
一
一
頁
上
二
四
行
）、

の
台
詞
の
修
正
。

な
お
「
失
」
は
初
刊
本
で
「
消
」
に
改
め
ら
れ
た
。

22　

喰
ひ
た
く
な
い
か
ら
な
。（
7‐16
）↓
喰
ひ
た
く
な
い
か
ら

ね
。（
6‐5
、
一
場
六
一
一
頁
下
三
行
）、

の
台
詞
の
修
正
。

23　

か
ご
に
で
も（
8‐3
）↓
小
屋
に
で
も（
6‐8
、
一
場
六
一

一
頁
下
八
行
）、
原
稿
で
漏
れ
た
修
正
を
お
こ
な
っ
た
か
。
だ

と
す
れ
ば
、
後
の
兎
の
台
詞
「
か
ご
に
入
れ
た
り
す
る
と
」

も
「
小
屋
」
に
修
正
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

24　

よ
ろ
こ
ん
で
ゐ
ま
し
た
か
。（
10‐2
）↓
よ
ろ
こ
ん
で
ま
し

た
か
。（
7‐13
、
一
場
六
一
二
頁
上
九
行
）、
脱
字
の
誤
植
。

25　

戴
け
る
か
と
そ
れ
許
り（
12
‐
20
）↓
戴
け
る
か
そ
れ
許
り

（
10‐4
、
二
場
六
一
三
頁
上
六
行
）、
脱
字
の
誤
植
で
あ
ろ
う
。

26　

あ
り
が
た
く
思
つ
て（
13‐4
）↓
あ
り
が
た
く
思
ふ
て（
10‐

6
、
二
場
六
一
三
頁
上
八
行
）、
他
に
「
思
ふ
て
」
の
例
は
な

く
、
誤
植
と
考
え
ら
れ
る
。

27　

で
す
が
ね
。（
14‐2
）↓
で
す
か
ね
。（
11‐1
、
二
場
六
一

三
頁
上
二
二
行
）、
文
脈
上
正
し
く
疑
問
形
に
修
正
さ
れ
た
。

28　

ま
つ
て
お
い
で
。
ど
れ
、（
14‐5
）↓
ま
つ
て
お
い
で
、
ど

れ
、（
11‐2
、
二
場
六
一
三
頁
上
二
四
行
）、
文
の
つ
な
が
り

方
は
句
点
の
方
が
適
切
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
誤
植
か
。

29　

も
ち
0

0

を
つ
い
て（
14‐5
）↓
米0

を
つ
い
て（
11‐3
、
二
場
六

一
三
頁
上
二
四
行
）、
原
稿
時
に
漏
れ
た
素
材
修
正
。
し
か
し

「
米
」
な
ら
傍
点
は
不
要
で
、
既
述
の
通
り
初
刊
本
で
削
除

さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
『
全
集
』
で
は
「
お
こ
め
」
と
ル
ビ
が

振
ら
れ
た
が
、
意
味
不
明
で
あ
る
。

30　

こ
ん
な
い
ゝ
身
体
し
て（
15
‐3
）↓
こ
ん
な
い
ゝ
身
体
を

し
て（
11‐15
、
二
場
六
一
三
頁
下
一
三
行
）、
他
に
初
刊
本
の

「
働
け
る
身
体
を
し
な
が
ら
」
へ
の
修
正
例
が
後
に
あ
る
。

31　

狸
。
ど
う
も
お
婆
さ
ん
は（
15‐9
）↓
狸
、
ど
う
も
お
婆
さ

ん
は（
12‐5
、
二
場
六
一
三
頁
下
二
二
行
）、
登
場
人
物
の
発

話
を
示
す
句
点
が
読
点
と
な
っ
た
誤
植
。
初
刊
本
で
修
正
。

32　

そ
れ
御
ら
ん
な
さ
い
。（
15‐18
）↓
そ
れ
御
覧
な
さ
い
。（
12

‐11
、
二
場
六
一
四
頁
上
六
行
）、
漢
字
化
だ
が
、「
御
ら
ん
」

は
こ
の
後
も
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
の
で
、
誤
植
と
思
わ
れ
る
。

33　

お
い
下
さ
つ
て
も（
16
‐5
）↓
お
い
て
下
さ
つ
て
も（
12
‐

14
、
二
場
六
一
四
頁
上
一
一
行
）、
脱
字
が
直
さ
れ
た
。
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34　

か
け
ま
せ
ん（
16‐6
）↓
か
け
ま
せ
ぬ（
12‐14
、
二
場
六
一

四
頁
上
一
一
行
）、
誤
植
。
初
刊
本
で
直
さ
れ
た
。

35　

信
用
出
来
な
い
よ（
16
‐
19
）↓
信
用
出
来
な
い
の
だ
よ（
13

‐
6
、
二
場
六
一
四
頁
上
二
二
行
）、
原
稿
内
で
も
修
正
が
多

か
っ
た
部
分
だ
が
、
校
正
時
で
も
「
の
だ
」
と
強
調
さ
れ
た
。

次
の
節
で
述
べ
る
が
、〈
信
頼
〉
の
主
題
に
関
わ
る
変
更
。

36　

狸
奴め

又
人
を（
17‐7
）↓
狸
奴
又
人
を（
13‐9
、
二
場
六
一

四
頁
上
二
六
行
）、
初
出
誌
で
ル
ビ
落
ち
の
誤
植
。
な
お
初
刊

本
で
は
「
狸
の
奴
」
に
変
え
ら
れ
た
。

37　

だ
が
ね
、
妾
達
が（
17‐14
）↓
だ
が
ね
妾
達
が（
13‐12
、
二

場
六
一
四
頁
下
六
行
）、
文
脈
上
、
読
点
欠
落
の
誤
植
か
。

38　

存
じ
て
お
り
ま
す
が
、（
18‐10
）↓
存
じ
て
を
り
ま
す
が
、

（
14‐6
、
二
場
六
一
四
頁
下
一
七
行
）、
誤
記
修
正
。

39　

ど
れ
も
ち
0

0

を
つ
か
な
け
れ
ば（
18
‐
18
）↓
ど
れ
米
を
つ
か

な
け
れ
ば（
14‐11
、
二
場
六
一
四
頁
下
二
三
行
）、
原
稿
執
筆

時
に
漏
れ
た
修
正
を
お
こ
な
っ
た
。

40　

疑
ひ
深
い
婆
だ
な
。
だ
が（
19‐14
）↓
疑
ひ
深
い
婆
だ
な
、

だ
が（
15‐4
、
二
場
六
一
五
頁
上
九
行
）、
誤
植
か
修
正
か
。

41　

ち
が
い
ま
す（
19‐19
）↓
ち
が
ひ
ま
す（
15‐6
、
二
場
六
一

五
頁
上
一
二
行
）、
仮
名
遣
い
の
誤
記
が
修
正
さ
れ
た
。

42　

ま
け
な
い
や
う
に（
21
‐5
）↓
な
ま
け
な
い
や
う
に（
16
‐

7
、
二
場
六
一
五
頁
下
七
行
）、
原
稿
に
は
な
か
っ
た
「
な
」

の
字
が
増
え
て
単
語
ま
で
変
っ
た
珍
ら
し
い
例
。
初
刊
本
に

も
引
き
継
が
れ
た
の
で
、
誤
植
か
修
正
か
判
断
が
難
し
い
。

43　

も
ら
い
ま
す（
21‐7
）↓
貰
い
ま
す（
16‐8
、
二
場
六
一
五

頁
下
八
行
）、
他
の
例
は
平
仮
名
な
の
で
誤
植
か
。
な
お
、
既

述
の
通
り
「
い
」
は
初
刊
本
で
「
ひ
」
に
改
め
ら
れ
た
。

44　

も
の
は
な
い
。
あ
つ
て
も（
21‐15
）↓
も
の
は
な
い
あ
つ
て

も（
16‐12
、
二
場
六
一
五
頁
下
一
五
行
）、
初
出
誌
の
句
点
欠

落
は
行
末
の
た
め
。
な
お
初
刊
本
か
ら
読
点
に
変
え
ら
れ
た
。

45　

用
心
許
り
し
ま
し
た
。（
21‐20
）↓
用
心
許
り
し
て
ゐ
ま
し

た
。（
16‐15
、
二
場
六
一
五
頁
下
一
八
行
）、
正
し
く
修
正
。

46　

本
当
に
、
皆
、
だ
ま
さ
れ
な
い
用
心
を（
22‐1
）↓
本
当
に
、

皆
。
だ
ま
さ
れ
な
い
用
心
を（
17
‐
1
、
二
場
六
一
五
頁
下
一

九
行
）、
句
点
は
誤
植
と
思
わ
れ
る
。
な
お
『
全
集
』
は
「
み

ん
な
」
と
不
可
解
な
ル
ビ
ま
で
あ
る
が
、
い
か
が
か
。

47　

愛
し
も
し
な
い
の
で（
22
‐
11
）↓
愛
し
も
し
な
い
の
に（
17

‐7
、
二
場
六
一
六
頁
上
一
行
）、
文
脈
上
修
正
と
思
わ
れ
る
。

48　

殺
さ
う
も
、
生
か
さ
う
も（
23‐10
）↓
殺
さ
う
と
、
生
か
さ

う
と（
18‐2
、
二
場
六
一
六
頁
上
二
三
行
）、
読
点
位
置
お
よ
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び
助
詞
の
変
更
は
修
正
か
。
な
お
初
刊
本
で
は
こ
れ
に
加
え
、

読
点
が
「
生
か
さ
う
と
」
の
後
ろ
に
移
さ
れ
た
。

49　

喰
は
（ゞ
24‐9
）↓
喰
は
ば（
18‐14
、
二
場
六
一
六
頁
下
一

一
行
）、
踊
り
字
は
残
す
の
が
通
例
な
の
で
誤
植
か
。

50　

婆
の
ま
づ
い
肉
を
喰
は
し
て
や
る
か
。（
24‐13
）↓
婆
の
ま

づ
い
肉
を
喰
は
せ
て
や
る
か
。（
19
‐
3
、
二
場
六
一
六
頁
下

一
六
行
）、
原
稿
執
筆
時
の
修
正
も
多
か
っ
た
が
、
校
正
時
で

も
「
し
」
を
「
せ
」
に
変
え
て
使
役
表
現
に
修
正
さ
れ
た
よ

う
で
あ
る
。

51　

三
、（
25
‐2
）↓
三（
19
‐
5
、
三
場
六
一
六
頁
下
一
八
行
）、

原
稿
に
は
場
を
示
す
数
字
の
下
に
読
点
が
あ
っ
た
。

52　

さ
う
か
狸
奴
、
そ
ん
な
い
た
づ
ら
を
し
た
の
か
。（
25‐5
）

↓
さ
う
か
狸
奴
。
そ
ん
な
い
た
づ
ら
を
し
た
か
。（
19‐7
、三

場
六
一
六
頁
下
二
〇
行
）、
句
読
点
お
よ
び
助
詞
の
変
更
。
原

稿
の
ま
ま
が
最
善
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

53　

あ
つ
。（
気
が
狂
ふ
や
う
に
）
大
変
だ
。
大
変
だ
。
兎
さ
ん
、

兎
さ
ん
大
変
だ
。（
27‐4
）↓
あ
ゝ
。（
気
が
狂
ふ
や
う
に
）大

変
だ
。
大
変
だ
。
兎
さ
ん
、
兎
さ
ん
、
大
変
だ
。（
21‐3
、
三

場
六
一
七
頁
下
一
三
行
）、
感
動
詞
お
よ
び
読
点
の
変
更
。
促

音
が
踊
り
字
に
誤
植
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

54　

あ
ゝ
ゝ
何
と
云
ふ
こ
と
が（
27
‐
10
）↓
あ
ゝ
何
と
云
ふ
こ

と
が（
21‐8
、
三
場
六
一
七
頁
下
一
九
行
）、
踊
り
字
が
一
つ

減
っ
た
が
、
誤
植
か
修
正
結
果
か
は
微
妙
で
あ
る
。

55　

四
、（
27‐7
）↓
四（
21‐11
、
四
場
六
一
八
頁
上
一
行
）、
原

稿
に
は
場
を
示
す
数
字
の
下
に
読
点
が
あ
っ
た
。

56　
（
狸
、
上
手
に
山
が
あ
る
、
そ
の
山
の
端
の
こ
ち
ら
が
は

か
ら
草
を
か
つ
い
で
出
て
く
る
。
兎
も
草
を
か
つ
い
で
下
手

か
ら
で
て
く
る
。
後
ろ
に
草
叢
あ
り
。）（
27‐18
）↓
（
上
手
に

山
が
あ
る
、
狸
、
そ
の
山
の
端
の
こ
ち
ら
が
は
か
ら
草
を
か

つ
い
で
出
て
く
る
。
兎
も
草
を
か
つ
い
で
下
手
か
ら
で
て
く

る
。
後
ろ
に
草
叢
あ
り
）（
21‐12
、
四
場
六
一
八
頁
上
二
行
）、

「
狸
、」
の
位
置
と
句
点
が
正
し
く
改
め
ら
れ
た
。

57　

お
前
さ
ん
も
殺
さ
れ
た
よ
。（
28‐14
）↓
お
前
さ
ん
も
殺
さ

れ
た
よ
、（
22‐6
、
四
場
六
一
八
頁
下
五
行
）、
前
後
の
文
か

ら
考
え
て
、
読
点
は
句
点
の
誤
植
と
思
わ
れ
る
。

58　

だ
ま
さ
れ
て
い
た
の
だ
。（
29‐3
）↓
だ
ま
さ
れ
て
い
た
の

だ
ね
。（
22‐11
、
四
場
六
一
八
頁
下
一
一
行
）、
正
し
く
修
正
。

59　

さ
う
と
も
あ
の
婆
程
、（
29‐4
）↓
さ
う
と
も
、
あ
の
婆
程
、

（
22‐12
、
四
場
六
一
八
頁
下
一
二
行
）、
正
し
く
修
正
さ
れ
た
。

60　

恐
ろ
し
い
こ
と
許
り
考
へ
て
ゐ
る
の
だ
。（
29‐10
）↓
恐
ろ
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し
い
こ
と
許
り
考
へ
て
ゐ
た
の
だ
。（
22
‐
15
、
四
場
六
一
八

頁
下
一
六
行
）、
文
脈
上
、
修
正
と
考
え
ら
れ
る
。

61　

疑
が
は
な
い
こ
と
は
な
い
。（
30‐18
）↓
疑
が
は
な
い
こ
と

は
な
い（
23‐15
、
四
場
六
一
九
頁
上
一
〇
行
）、
初
出
誌
の
句

点
欠
落
は
行
末
の
た
め
。
初
刊
本
以
後
改
め
ら
れ
た
。

62　

五
、（
33‐14
）↓
五（
26‐2
、
五
場
六
二
〇
頁
上
一
行
）、
原

稿
に
は
場
を
示
す
数
字
の
下
に
読
点
が
あ
っ
た
。

63　

前
の
場
の
草
叢
の
う
ら
に（
33
‐
15
）↓
前
の
場
の
草
叢
の

向
ふ
に（
26‐3
、
五
場
六
二
〇
頁
上
二
行
）、
表
現
修
正
。

64　

六
、（
35
‐2
）↓
六（
27
‐
10
、
六
場
六
二
〇
頁
下
一
七
行
）、

原
稿
に
は
場
を
示
す
数
字
の
下
に
読
点
が
あ
っ
た
。

65　

そ
の
か
は
り
、（
35‐4
）↓
そ
の
か
は
り
。（
27‐11
、
六
場

六
二
〇
頁
下
一
八
行
）、
文
脈
上
、
句
点
は
誤
植
で
あ
る
。

66　

兎
、
花
を
そ
な
へ（
35‐12
）↓
兎
花
を
そ
な
へ（
28‐2
、
六

場
六
二
一
頁
上
一
行
）、
読
点
は
あ
っ
た
方
が
良
く
、
誤
植
。

67　

し
か
し
御
安
心
な
さ
い
。（
36‐16
）↓
し
が
し
御
安
心
な
さ

い
。（
28‐15
、
六
場
六
二
一
頁
下
七
行
）、
誤
植
だ
が
、
初
刊

本
で
改
め
ら
れ
た
。

68　

ゐ
ま
す
。（
37‐1
）↓
ゐ
ま
す（
29‐3
、
六
場
六
二
一
頁
下

一
二
行
）、
初
出
誌
の
句
点
欠
落
は
行
末
の
た
め
。
初
刊
本
以

後
改
め
ら
れ
た
。

69　

大
得
意
で
す
。（
37‐20
）↓
大
得
意
で
す（
29‐13
、
六
場
六

二
二
頁
上
二
行
）、
初
出
誌
の
句
点
欠
落
は
行
末
の
た
め
。
初

刊
本
以
後
改
め
ら
れ
た
。

70　

自
分
が
思
つ
た
よ
り（
38
‐
11
）↓
自
分
で
自
分
を
思
つ
た

よ
り（
30‐4
、
六
場
六
二
二
頁
上
一
〇
行
）、
表
現
修
正
。

71　

そ
の
心
が
ち
ぢ
や
、（
39‐4
）↓
そ
の
心
が
け
ぢ
や
、（
30‐

11
、
六
場
六
二
二
頁
上
一
九
行
）、
原
稿
の
誤
字
を
修
正
。

72　

舟
を
監
察
し
た
い
が
、（
40‐4
）↓
舟
を
監け

ん
さ察

し
た
い
が
、

（
31‐6
、
六
場
六
二
二
頁
下
八
行
）、
ル
ビ
が
付
さ
れ
た
。

73　

で
か
つ
や
う
に（
41‐6
）↓
で
勝
つ
や
う
に（
32‐3
、
六
場

六
二
二
頁
下
二
四
行
）、
漢
字
に
変
え
ら
れ
た
。

74　

七
、（
41‐13
）↓
七（
32‐8
、
七
場
六
二
三
頁
上
三
行
）、
原

稿
に
は
場
を
示
す
数
字
の
下
に
読
点
が
あ
っ
た
。

75　

眞
中
よ
り
少
し
下
手
に
川
が
流
れ
て
ゐ
、（
41‐14
）↓
眞
中

よ
り
少
し
く
下
手
に
川
が
流
れ
て
ゐ
、（
32
‐
9
、
七
場
六
二

三
頁
上
四
行
）、「
少
し
く
」
は
誤
植
と
思
わ
れ
る
。

76　

向
ふ
側
の
堤
に
柳
の
木
が
あ
り
、
草
叢
が
あ
る
。（
41‐15
）

↓
向
ふ
側
の
堤
に
柳
の
木
が
あ
り
草
叢
が
あ
る
。（
32
‐
10
、

七
場
六
二
三
頁
上
六
行
）、
読
点
の
省
略
だ
が
、
あ
っ
た
方
が
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良
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

77　

食
ひ
物
の
入
れ
て
あ
る
ら
し
い
箱（
42
‐3
）↓
食
ひ
物
や

お
酒
の
入
れ
て
あ
る
箱（
32‐13
、
七
場
六
二
三
頁
上
一
〇
行
）、

食
べ
物
の
箱
の
表
現
が
修
正
さ
れ
た
。

78　

か
い
0

0

も
棹
も（
42‐5
）↓
か
い
も
棹
も（
32‐14
、
七
場
六
二

三
頁
上
一
二
行
）、
傍
点
脱
落
の
誤
植
。
な
お
『
全
集
』
に
も

傍
点
は
な
い
が
、
な
ぜ
か
「
棹
」
に
ル
ビ
が
あ
る
。

79　

そ
う
す
る
か
ね（
43‐7
）↓
さ
う
す
る
か
ね（
33‐12
、
七
場

六
二
三
頁
下
二
行
）、
原
稿
の
誤
記
が
修
正
さ
れ
た
。
し
か
し

既
述
の
通
り
、
後
に
元
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
。

80　

ま
あ
ど
う
せ
、（
43‐14
）↓
ま
あ
ど
う
せ
。（
34‐1
、
七
場

六
二
三
頁
下
六
行
）、
句
点
は
初
出
誌
の
誤
植
。
既
述
の
通
り
、

初
刊
本
で
は
「
ま
あ
」
の
後
に
句
点
が
移
り
、『
全
集
』
も
こ

れ
に
倣
っ
て
い
る
が
、
い
か
が
な
も
の
か
。
原
稿
の
表
記
が

最
も
自
然
に
思
え
る
。

81　

出
し
て
あ
げ
ま
す
か
ら
。（
44‐9
）↓
出
し
て
あ
げ
ま
す
か

ら
、（
34‐10
、
七
場
六
二
三
頁
下
一
七
行
）、
修
正
さ
れ
た
。

82　

漕
き
ま
わ
る（
45‐1
）↓
漕
ぎ
ま
わ
る（
35‐3
、
七
場
六
二

三
頁
下
二
六
行
）、
送
り
仮
名
が
修
正
さ
れ
た
。
な
お
「
ま
わ

る
」
の
誤
記
（「
ま
は
る
」
が
正
）
は
、
こ
の
原
稿
か
ら
初
出

誌
、
初
刊
本（
62‐3
）、『
全
集
』
ま
で
修
正
さ
れ
て
い
な
い
。

83　

棹
を
さ
し
、
舟
を（
45‐17
）↓
棹
を
さ
し
舟
を（
36‐1
、
七

場
六
二
四
頁
上
一
五
行
）、
読
点
脱
落
の
誤
植
と
思
わ
れ
る
。

84　

殺
さ
れ
な
い
で
も
す
ん
だ
だ
ら
う
が
ね
。（
46‐14
）↓
殺
さ

れ
な
い
で
も
す
ん
だ
ら
う
が
ね
。（
36
‐
13
、
七
場
六
二
四
頁

下
三
行
）、「
だ
」
の
脱
落
か
省
略
か
、
微
妙
な
と
こ
ろ
。

85　

酒
が
ほ
し
な
ら（
48
‐
15
）↓
酒
が
ほ
し
い
な
ら（
38
‐
9
、
七

場
六
二
五
頁
上
二
二
行
）、
原
稿
の
誤
記
が
修
正
さ
れ
た
。

86　

何
に
云
つ
て
ゐ
る
の
だ
。（
48
‐
17
）↓
何
に
を
云
つ
て
ゐ
る

の
だ
。（
38‐11
、
七
場
六
二
五
頁
上
二
五
行
）、
助
詞
修
正
。

言
う
ま
で
も
な
く
「
何
」
は
「
な
」
と
読
む
。

87　

長
く
は
な
い
。（
49‐4
）↓
長
く
は
な
い（
38‐15
、
七
場
六

二
五
頁
下
四
行
）、
初
出
誌
の
句
点
欠
落
は
行
末
の
た
め
。
初

刊
本
以
後
改
め
ら
れ
た
。

88　
（
び
つ
く
り
し
て
立
ち
上
り
）。（
49
‐7
）↓
（
び
つ
く
り

し
て
立
ち
上
り
）（
39‐2
、
七
場
六
二
五
頁
下
七
行
）、
句
点

が
正
し
く
削
除
さ
れ
た
。

89　

何
を
云
つ
て
や
が
る
の
だ
婆ば

ば
あ。（

49
‐
11
）↓
何
を
云
つ
て

や
が
る
の
だ
婆
。（
39‐4
、
七
場
六
二
五
頁
下
九
行
）、
ル
ビ

脱
落
の
誤
植
。
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90　

ま
ぬ
け
で
は
な
い
の
だ
ら
う
。（
49‐16
）↓
ま
ぬ
け
で
は
な

い
だ
ら
う
。（
39‐6
、
七
場
六
二
五
頁
下
一
二
行
）、
助
詞
が

削
ら
れ
た
が
、
誤
植
か
修
正
結
果
か
。

91　

兎
さ
ん
、
兎
さ
ん
、
助
け
て
く
れ
。（
49‐18
）↓
兎
さ
ん
、

兎
さ
ん
。
助
け
て
く
れ
。（
39‐7
、七
場
六
二
五
頁
下
一
三
行
）、

句
点
に
変
っ
た
が
、
読
点
の
方
が
良
く
、
誤
植
か
。

92　

助
け
て
く
れ
、
助
け
て
く
れ
。（
49‐20
）↓
助
け
て
く
れ
。

助
け
て
く
れ
。（
39‐8
、
七
場
六
二
五
頁
下
一
四
行
）、
句
点

に
変
っ
た
が
、
読
点
の
方
が
良
く
、
誤
植
か
。

93　

ひ
ら
い
て（
50‐8
）↓
ひ
ら
ひ
い
て（
39‐11
、
七
場
六
二
五

頁
下
一
八
行
）、
初
出
誌
の
誤
植
。
初
刊
本
で
直
さ
れ
た
。

94　
（
幕
）　
（
一
七
、六
、五
、）（
50
‐
10
）↓
（
幕
）（
一
七
、

六
、五
）（
39‐13
、
七
場
六
二
五
頁
下
二
〇
行
）、
戯
曲
末
尾
の

「
幕
」
と
脱
稿
日
の
表
記
の
変
更
。
読
点
以
外
は
ほ
ぼ
同
じ
。

以
上
、「
か
ち
〳
〵
山
」
の
原
稿
と
初
出
誌
と
の
間
の
九
四
の

異
同
を
見
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、
繰
り
返
し
に
な
る
の
で
詳
細

は
触
れ
な
い
が
、
初
出
誌
で
の
改
変
が
比
較
的
大
き
か
っ
た
、

表
現
や
文
脈
に
関
わ
る
次
の
五
例
を
、
代
表
的
な
異
同
と
し
て

挙
げ
て
お
き
た
い
。
は
じ
め
が
原
稿
の
表
記
で
、
傍
線
部
が
異

同
部
分
で
あ
る
。
参
考
の
た
め
、『
全
集
』
の
該
当
頁
等
を
漢
数

字
で
示
す
。

5　

あ
れ
が
困
つ
て
ゐ
る
時
に
助
け
て
や
つ
た
↓
あ
れ
が
川

に
お
ち
た
の
を
助
け
て
や
つ
た（
一
場
六
〇
九
頁
下
一
二
行
）

35　

信
用
出
来
な
い
よ
↓
信
用
出
来
な
い
の
だ
よ
（
二
場
六
一

四
頁
上
二
二
行
）

42　

ま
け
な
い
や
う
に
↓
な
ま
け
な
い
や
う
に
（
二
場
六
一
五

頁
下
七
行
）

70　

自
分
が
思
つ
た
よ
り
↓
自
分
で
自
分
を
思
つ
た
よ
り
（
六

場
六
二
二
頁
上
一
〇
行
）

77　

食
ひ
物
の
入
れ
て
あ
る
ら
し
い
箱
↓
食
ひ
物
や
お
酒
の

入
れ
て
あ
る
箱
（
七
場
六
二
三
頁
上
一
〇
行
）

こ
れ
ら
の
中
で
は
、
35
は
筆
者
の
解
釈
に
よ
る
〈
信
頼
〉
の

主
題
に
関
わ
る
異
同
で
あ
る
。こ
の
こ
と
は
後
に
ま
た
触
れ
る
。

ま
た
、
同
様
に
詳
細
は
省
く
が
、
以
上
の
検
討
か
ら
、
以
下

の
二
六
ヶ
所
に
つ
い
て
は
、『
全
集
』
本
文
を
矢
印
以
降
の
表
記

に
改
め
る
べ
き
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
な
お
、
引
用
と
傍

線
は
最
小
限
に
と
ど
め
る
。
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4　

い
け
な
い
ね
、↓
い
け
な
い
ね
。（
一
場
六
〇
九
頁
上
九
行
）

10　

だ
け
の
事
↓
だ
け
の
こ
と
（
一
場
六
一
〇
頁
上
二
一
行
）

14　

腹
も
立
つ
が
↓
腹
も
立
つ
が
、（
一
場
六
一
〇
頁
下
九
行
）

19　

く
だ
さ
れ
ば
↓
く
だ
さ
れ
ば
、（
一
場
六
一
一
頁
上
一
七

行
）

24　

ま
し
た
か
↓
ゐ
ま
し
た
か
（
一
場
六
一
二
頁
上
九
行
）

25　

戴
け
る
か
↓
戴
け
る
か
と
（
二
場
六
一
三
頁
上
六
行
）

26　

思
ふ
て
↓
思
つ
て
（
二
場
六
一
三
頁
上
八
行
）

28　

お
い
で
、
↓
お
い
で
。（
二
場
六
一
三
頁
上
二
四
行
）

29　

米お
こ
めを
つ
い
て
↓
米
を
つ
い
て（
二
場
六
一
三
頁
上
二
四
行
）

32　

御
覧
な
さ
い
↓
御
ら
ん
な
さ
い（
二
場
六
一
四
頁
上
六
行
）

37　

だ
が
ね
↓
だ
が
ね
、（
二
場
六
一
四
頁
下
六
行
）

43　

貰
ひ
ま
す
↓
も
ら
ひ
ま
す
（
二
場
六
一
五
頁
下
八
行
）

46　

皆み
ん
な。
↓
皆
、（
二
場
六
一
五
頁
下
一
九
行
）

49　

喰
は
ば
↓
喰
は
ゞ
（
二
場
六
一
六
頁
下
一
一
行
）

57　

殺
さ
れ
た
よ
、↓
殺
さ
れ
た
よ
。（
四
場
六
一
八
頁
下
五
行
）

65　

そ
の
か
は
り
。
↓
そ
の
か
は
り
、（
六
場
六
二
〇
頁
下
一
八

行
）

66　

兎
花
を
↓
兎
、
花
を
（
六
場
六
二
一
頁
上
一
行
）

75　

少
し
く
↓
少
し
（
七
場
六
二
三
頁
上
四
行
）

76　

木
が
あ
り
↓
木
が
あ
り
、（
七
場
六
二
三
頁
上
六
行
）

78　

か
い
も
棹
も
↓
か
い
0

0

も
棹
も（
七
場
六
二
三
頁
上
一
二
行
）

80　

ま
あ
。ど
う
せ
↓
ま
あ
ど
う
せ
、（
七
場
六
二
三
頁
下
六
行
）

82　

漕
ぎ
ま
わ
る
↓
漕
ぎ
ま
は
る（
七
場
六
二
三
頁
下
二
六
行
）

83　

棹
を
さ
し
↓
棹
を
さ
し
、（
七
場
六
二
四
頁
上
一
五
行
）

89　

の
だ
婆
。
↓
の
だ
婆ば
ば
あ。（
七
場
六
二
五
頁
下
九
行
）

91　

兎
さ
ん
、
兎
さ
ん
。
↓
兎
さ
ん
、
兎
さ
ん
、（
七
場
六
二
五

頁
下
一
三
行
）

92　

助
け
て
く
れ
。
助
け
て
く
れ
。
↓
助
け
て
く
れ
、
助
け
て

く
れ
。（
七
場
六
二
五
頁
下
一
四
行
）

以
上
の
要
修
正
点
は
﹇
仮
名
・
漢
字
・
ル
ビ
等
﹈
が
九
ヶ
所
、

﹇
句
読
点
﹈
が
一
四
ヶ
所
、﹇
助
詞
等
﹈
が
三
ヶ
所
と
、
お
お

む
ね
表
記
に
関
わ
る
小
さ
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て

も
、原
稿
と
初
出
誌
の
比
較
検
討
に
よ
っ
て
、定
本
で
あ
る
『
全

集
』
本
文
の
問
題
点
が
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
指
摘
さ
れ
る
こ
と
に

は
、
少
々
考
え
さ
せ
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。

た
と
え
ば
、
武
者
小
路
特
有
の
文
体
と
見
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
、
句
点
の
読
点
化＊
3

も
、
実
際
は
誤
植
に
よ
る
こ
と
が
多
い
こ
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と
が
わ
か
っ
た
。

そ
れ
ほ
ど
に
、
こ
の
原
稿
発
表
初
期
に
生
じ
た
誤
植
や
誤
記

は
、
ひ
と
た
び
見
逃
さ
れ
て
し
ま
う
と
、
以
後
な
か
な
か
修
正

さ
れ
に
く
い
と
い
う
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

　
　

五　

原
稿
の
執
筆
と
修
正

最
後
に
、「
か
ち
〳
〵
山
」
の
原
稿
の
中
で
の
修
正
点
を
検

討
す
る
。

「
か
ち
〳
〵
山
と
花
咲

」
の
原
稿
は
紺
色
罫
、
相
馬
屋
製

の
も
の
で
、
二
〇
×
二
〇
の
四
〇
〇
字
詰
用
紙
に
黒
ペ
ン
で
書

か
れ
て
い
る
。
修
正
に
は
、
青
黒
ペ
ン
（
主
に
前
半
部
）
や
濃

い
青
鉛
筆
（
主
に
後
半
部
）
が
使
わ
れ
て
い
る
。
本
稿
冒
頭
の

図
1
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、初
め
黒
ペ
ン
で「
か
ち
〳
〵
山
」

と
タ
イ
ト
ル
を
記
し
た
後
に
、
青
鉛
筆
で
「
と
花
咲

」
の
文

字
を
挿
入
し
て
総
題
と
し
、
次
に
改
め
て
「
か
ち
〳
〵
山
」
と

小
題
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
か
ち
〳
〵
山
」
の
原
稿
は
五
〇
枚

で
、「
花
咲

」
の
方
は
三
六
枚
だ
が
、「
花
咲

」
は
そ
の
末

尾
一
枚
が
欠
け
て
い
る
。

さ
て
、「
か
ち
〳
〵
山
」
の
原
稿
用
紙
に
は
、
少
な
く
と
も

一
三
七
ヶ
所
の
修
正
が
あ
っ
た
。
そ
の
内
訳
は
、多
い
順
に﹇
表

現
﹈
が
七
〇
ヶ
所
で
約
半
分
、﹇
内
容
﹈
が
三
三
ヶ
所
で
約
四

分
の
一
、
残
り
が
﹇
素
材
﹈
一
三
ヶ
所
、﹇
敬
語
﹈
一
一
ヶ
所
、

﹇
誤
字
等
﹈
一
〇
ヶ
所
で
あ
り
、﹇
表
現
﹈
を
中
心
に
、
お
お

む
ね
言
葉
の
補
完
、
書
き
換
え
、
簡
略
化
な
ど
に
よ
る
洗
練
な

ど
が
多
い
が
、
そ
の
修
正
内
容
に
は
、
後
述
の
よ
う
に
、
作
品

の
主
題
や
情
調
な
ど
に
関
連
す
る
興
味
深
い
も
の
も
多
い
。

以
後
、
原
稿
内
で
の
修
正
の
意
味
を
一
つ
ず
つ
考
え
て
い
く

に
あ
た
り
、
そ
の
表
記
の
仕
方
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
修
正
部

分
ご
と
に
作
品
冒
頭
部
か
ら
連
番
を
付
し
た
。
続
け
て
、
必
要

に
応
じ
て
そ
の
周
辺
も
含
み
な
が
ら
、
修
正
の
打
ち
消
し
部
分

に
は
打
ち
消
し
線
を
、
加
筆
部
分
に
は
傍
線
を
付
し
、
修
正
部

分
を
引
用
し
た
（
●
は
判
読
が
難
し
い
文
字
で
あ
る
）。
そ
の

後
の
（　

）
内
の
数
字
は
、
該
当
す
る
原
稿
の
（
頁
‐
行
）
を

表
し
、
そ
れ
に
続
け
て
『
全
集
』
当
該
箇
所
の
場
、
頁
、
段
、

行
を
漢
数
字
で
記
し
た
。

1　

よ
く
来
て
下
さ
つ
く
れ
た
。（
1
‐
9
、
一
場
六
〇
九
頁
上

七
行
）、
婆
か
ら
兎
へ
の
敬
語
を
正
し
く
修
正
。

2　

兎
。　

一
寸
病
気
を
し
て
ゐ
ま
し
た
の
で
。



 ‒209‒

武者小路実篤テクストの生成

 （28）

 
　

婆 

。　

そ
れ
は
い
け
な
い
ね
。
お

さ
ん
も
お
前
さ
ん
の

こ
と
を
時
々
心
配
し
て
ゐ
な
さ
つ
た
よ
。

　
　

兎
。　

さ
う
で
す
か
。
お

さ
ん
は（
1
‐
11
、
一
場
六
〇

九
頁
上
九
行
）、
兎
へ
の
老
夫
婦
の
心
配
が
追
記
さ
れ
る
こ
と

で
、
両
者
の
関
係
の
強
さ
が
強
調
さ
れ
た
。
な
お
「
い
け
な

い
ね
。」
の
句
点
は
初
出
誌
で
読
点
に
変
え
ら
れ
た
。

3　

一
寸
山
ま
で
と
ん
で
ゆ
く
れ
ば
す
ぐ
わ
か
り
山
の
は
雑

作
も
あ
り
ま
せ
ん
か
ら（
2‐2
、
一
場
六
〇
九
頁
下
一
行
）、

「
山
」
の
言
葉
と
兎
の
動
作
が
よ
り
詳
し
く
表
さ
れ
た
。

4　

用 

● 

心（
2‐9
、
一
場
六
〇
九
頁
下
六
行
）、
誤
記
修
正
。

5　

あ
れ
に
時
々
が
困
つ
て
ゐ
る
時
に（
2
‐
14
、
一
場
六
〇
九

頁
下
一
二
行
）、
内
容
変
更
。
な
お
初
出
誌
で
は
「
あ
れ
が
川

に
お
ち
た
の
を
」
と
改
め
ら
れ
具
体
化
さ
れ
た
。

6　

さ
ん
狸
を
か
つ
い
で
し
ば
り
つ
け
ひ
き
づ
つ
て
登
場

（
2‐18
、
一
場
六
〇
九
頁
下
一
五
行
）、
狸
を
運
ぶ
様
子
が
、

よ
り
具
体
的
に
補
足
さ
れ
た
。

7　

さ
ぞ
お
く
た
び
れ
だ
ら
う
ね
。（
2
‐
20
、
一
場
六
〇
九
頁

下
一
七
行
）、
婆
か
ら

へ
の
敬
語
が
付
加
さ
れ
た
。

8　

殺
し
た
つ
て
す
方
が（
3‐13
、
一
場
六
〇
九
頁
下
二
五
行
）、

の
台
詞
。
狸
を
殺
す
こ
と
が
積
極
化
さ
れ
た
。

9　

狸
。　

兎
さ
ん
、
兎
さ（
6
‐
5
、
一
場
六
一
〇
頁
下
一
四

行
）、
削
除
。
狸
の
呼
び
か
け
が
後
回
し
と
さ
れ
た
。

10　

兎
さ
ん
、
久
暫
ら
く
だ
ね（
6
‐
10
、
一
場
六
一
一
頁
上
三

行
）、
久
し
ぶ
り
な
ど
の
表
現
が
改
め
ら
れ
た
。

11　

私
は
迷
つ
て
ゐ
る
の
病
気
だ
つ
た
さ
う
だ
ね
。（
6
‐
10
、

一
場
六
一
一
頁
上
三
行
）、
狸
の
処
遇
か
ら
兎
の
安
否
に
話
が

変
え
ら
れ
、
後
の
兎
の
感
謝
の
言
葉
に
続
く
。

12　

だ
が
そ
の
あ
と
時
が
た
つ
と（
7
‐
10
、
一
場
六
一
一
頁
上

二
二
行
）、「
時
」
の
言
葉
に
よ
り
時
間
性
が
強
調
さ
れ
た
。

13　

 

。　
（
縄
で
も
ほ
ど
い
て
か
ご
に
入
れ
て
や
ら
う
。
も
裏

に
か
ご
が
あ
つ
た
ら
う
。
あ
れ
を
も
つ
つ
と
楽
に
し
て

や
ら
う
。　

手
足
が

 
　
　

（
手
足
が
動
け
る
や
う
に
ゆ
わ
い
な
ほ
す
）（
8‐16
、一
場

六
一
一
頁
下
一
九
行
）、
当
初
の
「
か
ご
」
や
柵
に
閉
じ
込
め

る
構
想
が
、
後
の
修
正
に
応
じ
て
変
更
さ
れ
た
。

14　
（
狸
を
つ
れ
て
退
場
）
ま
も
な
く

登
場（
9
‐
1
、
一
場

六
一
一
頁
下
二
〇
行
）、
最
初
は
す
ぐ
に

を
場
に
戻
す
と
書

い
た
が
、

の
不
在
時
に
狸
を
逃
が
し
た
方
が
良
い
と
忠
告

す
る
兎
と
婆
の
会
話
が
挿
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

15　

。　

ゆ
わ
い
つ
け
て
や
つ
た
。
之
か
ら
一
つ
柵
を
つ
く
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つ
て
逃
げ
ら
れ
な
い
や
う
な
丈
夫
な
柵
小
屋
を
つ
く
つ
て
や

ら
な
け
れ
ば
。（
9‐20
、
一
場
六
一
二
頁
上
七
行
）、
こ
こ
で
、

「
柵
」
が
「
小
屋
」
に
初
め
て
変
え
ら
れ
て
い
る
。

16　

婆
。　

本
当
に
も
つ
と
遊
ん
で
お
い
き
で
。（
10
‐
19
、
一

場
六
一
二
頁
上
二
二
行
）、
表
現
の
微
妙
な
変
更
。

17　

兎
。　

そ
れ
で
も
あ
り
が
た
う
ご
ざ
い
ま
す
。（
10
‐
20
、

一
場
六
一
二
頁
上
二
三
行
）、「
そ
れ
で
も
云
々
」
と
辞
去
の

理
由
を
述
べ
る
前
に
、
婆
へ
の
敬
意
を
表
し
た
。

18　

さ
よ
な
ら
そ
れ
な
ら
失
礼
し
ま
す
。（
11
‐
5
、
一
場
六
一

二
頁
下
一
行
）、

婆
へ
の
兎
の
礼
儀
正
し
さ
が
強
調
さ
れ
た
。

19　

狸
が
あ
い
つ
の
や
う
だ
つ
に
信
用
が
出
来
た
ら
す
ぐ
よ

ろ
こ
ん
で
許
し
て
や
る
の
だ
が
ね
。
第
一
つ
か
ま
へ
も
し
な

か
つ
た
ら
う
。（
11‐14
、
一
場
六
一
二
頁
下
八
行
）、
内
容
補

記
。

が
狸
を
「
信
用
が
出
来
」
な
い
こ
と
を
兎
と
比
較
し

て
強
調
、
続
け
て
狸
の
処
遇
に
対
す
る
本
心
を
述
懐
。

20　

裏
庭
。
そ
ま
つ
な
が
ん
こ
な
柵
狸
小
屋
が
あ
る
。
そ
の
内

に
狸
が
ゐ
る
。（
12‐4
、
二
場
六
一
二
頁
下
一
七
行
）、
執
筆

当
初
は
、
後
に
凶
行
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
の
場
で
、
狸
が
粗

末
な
「
柵
」
の
中
に
い
る
設
定
だ
っ
た
が
、
粗
末
な
が
ら
も

頑
丈
な
狸
小
屋
へ
と
変
え
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

21　

婆
さ
ん
、
も
ち
米
を
つ
い
て
ゐ
る
。（
12
‐
4
、
二
場
六
一

二
頁
下
一
八
行
）、
当
初
は
「
も
ち
」
を
つ
く
こ
と
に
し
て
い

た
が
修
正
、
こ
の
後
も
繰
り
返
し
直
さ
れ
て
い
る
。

22　

お
か
げ
で
ま
だ
お
て
ん
と
う
様
を
ま
だ
お
が
め
る
の
で

す
か
ら
、（
12‐15
、
二
場
六
一
三
頁
上
一
行
）、
兎
の
言
葉
。

「
ま
だ
」
の
位
置
が
変
え
ら
れ
て
い
る
。

23　

あ
な
た
が
た
が
い
ゝ
お
と
し
に
な
つ
て
働
い
て（
13
‐
9
、

二
場
六
一
三
頁
上
一
一
行
）、
狸
の
阿
諛
が
強
調
さ
れ
た
。

24　

さ
う
し
た
ら
ど
ん
な
に
身
を
粉
に
し
て
も
御
恩
が
へ
し

を
し
て（
13‐13
、
二
場
六
一
三
頁
上
一
四
行
）、
狸
の
阿
諛
が

強
調
さ
れ
た
。

25　

狸
。　

こ
ん
な
に
思
つ
て
も
見
せ
ら
れ
な
い
も
の
で
す
か

ね
。（
14‐2
、
二
場
六
一
三
頁
上
二
二
行
）、
狸
の
嘘
の
強
調
。

26　
（
も
ち
餅
米
を
つ
き
出
す
）（
14
‐
7
、
二
場
六
一
三
頁
上

二
六
行
）、「
も
ち
」
か
ら
「
米
」
へ
の
修
正
。「
餅
」
の
漢
字

も
見
ら
れ
、
修
正
跡
が
多
い
。

27　

そ
の
も
ち
米
を
私
に（
14‐10
、
二
場
六
一
三
頁
下
三
行
）、

「
も
ち
」
か
ら
「
米
」
へ
の
修
正
。

28　

ど
う
し
て
も
ち
0

0

米
を
つ
い
て（
14
‐
11
、
二
場
六
一
三
頁
下

四
行
）、「
も
ち
」
か
ら
「
米
」
へ
の
修
正
。「
も
ち
」
に
は
傍
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点
も
付
さ
れ
て
い
た
。

29　

さ
う
す
れ
ば
も
ち
0

0

米
を
つ
い
て
上
げ
ま
す
。（
14
‐
13
、
二

場
六
一
三
頁
下
五
行
）、「
も
ち
」
か
ら
「
米
」
へ
の
修
正
。

「
も
ち
」
に
は
傍
点
も
付
さ
れ
て
い
た
。

30　

お

さ
ん
に
も
わ
か
る
わ
け
は（
14
‐
14
、
二
場
六
一
三
頁

下
六
行
）、
狸
の
言
葉
。

へ
の
敬
意
が
正
し
く
上
げ
ら
れ
た
。

31　

出
し
て
や
み
る
ま
で
は
帰
ま
た
入
る
つ
も
り
で
も（
14
‐
16
、

二
場
六
一
三
頁
下
八
行
）、婆
の
台
詞
。「
出
て
み
る
」
と
、狸

を
主
体
と
す
る
表
現
に
変
え
ら
れ
た
。

32　

だ
ら
う
か
ら
な
ね（
14‐18
、
二
場
六
一
三
頁
下
九
行
）、
婆

の
台
詞
。「
ね
」
に
よ
っ
て
柔
ら
か
な
表
現
に
変
え
ら
れ
た
。

33　
（
婆
さ
ん
、
ま
だ
た
も
ち
0

0

米
を
つ
く
）（
15
‐
6
、
二
場
六

一
三
頁
下
一
六
行
）、「
ま
だ
」
の
「
だ
」
の
濁
点
を
消
し
て

「
ま
た
」
と
改
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
傍
点
が
付
さ
れ
た
「
も

ち
」
が
「
米
」
に
修
正
さ
れ
た
。

34　

も
ち
米
を
つ
く
こ
と
が
下
手
で
す
ね
。（
15
‐
9
、
二
場
六

一
三
頁
下
二
三
行
）、「
も
ち
」
か
ら
「
米
」
へ
の
修
正
。

35　

私
を
に
働
か
す
の
い
て
も
ら
う
こ
と
は（
15
‐
13
、
二
場
六

一
四
頁
上
三
行
）、
狸
の
台
詞
。
使
役
が
依
頼
の
表
現
に
変
え

ら
れ
、
婆
の
心
情
に
付
け
入
る
表
現
と
な
っ
た
。

36　

妾
も
年
齢
と
つ
て（
15‐16
、
二
場
六
一
四
頁
上
五
行
）、
よ

り
適
切
な
漢
字
表
記
へ
の
変
更
。

37　

ル
ビ
の
み
「
キ
ネ
」
と
記
し
、
後
か
ら
マ
ス
に
「
杵
」
と

書
い
た
上
で
ル
ビ
を
消
去
。（
15
‐
17
、
二
場
六
一
四
頁
上
五

行
）、
漢
字
を
忘
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

38　

一
つ
●
ひ
と
を
あ
ん
ま
り
疑
は
う 

● 

も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。（
16‐1
、
二
場
六
一
四
頁
上
八
行
）、
判
読
が
難
し
い
。

な
お
、
既
述
の
通
り
『
全
集
』
で
「
疑
は
う
」
は
「
疑
ふ
」

に
変
え
ら
れ
た
。

39　

信
用
す
れ
ば
二
人 

● 

と
も
と
く
が（
16
‐
2
、
二
場
六
一
四

頁
上
九
行
）、
婆
の
説
得
の
た
め
に
「
信
用
」
の
語
を
用
い
る

狸
の
試
み
が
補
足
さ
れ
た
。

40　

悪
気
の
な
い
人
間
も
の
を
苦
し
め
て（
16‐16
、二
場
六
一
四

頁
上
一
八
行
）、
狸
な
の
で
「
人
間
」
か
ら
改
め
た
。

41　

妾
達
も
は
信
じ
用
し
た
く
て
も
信
じ
ら
れ
用
出
来
な
い

よ（
16
‐
19
、
二
場
六
一
四
頁
上
二
一
行
。
以
下
43
ま
で
図
2

参
照
）、「
妾
達
」
を
「
は
」
で
強
調
し
た
上
に
「
信
」
を
「
信

用
」
に
改
め
る
こ
と
で
、

婆
の
主
体
的
な
「
信
用
」
へ
の

思
い
が
強
め
ら
れ
て
い
る
。

42　

そ
れ
で
も
信
じ
用
し
て
下
さ
ら
な
い
か
ら（
17
‐
2
、
二
場
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六
一
四
頁
上
二
三
行
）、「
信
用
」
の
語
へ
の
変
更
。

43　

腹
の
底
か
ら
信
じ
用
し
て
下
さ
れ
ば（
17
‐
3
、
二
場
六
一

四
頁
上
二
四
行
）、「
信
用
」
の
語
へ
の
変
更
。

44　

折
切
角
真
心
を（
17
‐
5
、
二
場
六
一
四
頁
上
二
五
行
）、

漢
字
の
誤
り
を
修
正
。

45　

正
真
面
目
な
顔
し
て（
17‐7
、
二
場
六
一
四
頁
下
一
行
）、

正
直
な
、
な
ど
と
書
こ
う
と
し
た
か
。

46　

時
々
心
配
し
て
に
な
り
ま
す
。（
18
‐
7
、
二
場
六
一
四
頁

下
一
五
行
）、「
し
て
し
ま
ひ
ま
す
」
と
書
こ
う
と
し
た
か
。

47　

そ
れ
な
ら
縄
で
し
ば
つ
て
お

さ
ん
に
内
証
で
出
し
て

や
る
か
ら
、（
19‐3
、
二
場
六
一
五
頁
上
一
行
）、
縄
縛
は
続

く
台
詞
で
小
屋
か
ら
出
す
条
件
と
し
て
説
明
し
直
さ
れ
た
。

48　

縄
を
も
つ
て
と
つ
て
く
る
よ（
19
‐
12
、
二
場
六
一
五
頁
上

七
行
）、「
と
っ
て
く
る
」
の
方
が
明
瞭
で
あ
る
た
め
か
。

49　

之
な
ら
、
も
う
逃
げ
や
う
と
思
つ
て
も
逃
げ
る
わ
け
に
は

ゆ
き
ま
せ
ん
。（
20‐7
、
二
場
六
一
五
頁
上
一
七
行
）、
謀
反

心
を
隠
し
た
狸
が
婆
を
安
心
さ
せ
る
言
葉
が
追
記
さ
れ
た
。

50　
（
狸
、
柵
小
屋
か
ら
出
る
）（
20
‐
11
、
二
場
六
一
五
頁
上

二
一
行
）、「
柵
」
か
ら
「
小
屋
」
へ
の
修
正
。

51　

お
前
に
も
ち
米
が
つ
け
る
か
ね
。（
20
‐
12
、
二
場
六
一
五

頁
上
二
二
行
）、「
も
ち
」
か
ら
「
米
」
へ
の
修
正
。

52　

ル
ビ
の
み
「
キ
ネ
」
と
記
し
、
後
か
ら
マ
ス
に
「
杵
」
と

書
い
た
上
で
ル
ビ
を
消
去
。（
20
‐
13
、
二
場
六
一
五
頁
上
二

三
行
）、「
杵
」
の
漢
字
が
苦
手
だ
っ
た
か
。

53　
（
も
ち
米
を
つ
く
）（
20
‐
18
、
二
場
六
一
五
頁
上
二
六
行
）、

「
も
ち
」
か
ら
「
米
」
へ
の
修
正
。

54　

本
当
に
さ
う
す
る
し
て
く
れ
る
と
妾
も
嬉
し
い
ゝ
よ
。

（
21‐8
、
二
場
六
一
五
頁
下
九
行
）、
改
心
を
騙
る
狸
の
言
葉

を
受
け
入
れ
る
、
婆
の
人
柄
の
良
さ
が
強
調
さ
れ
た
。

55　

他
人 
● 
相
手
が
損
を
し
な
け
れ
ば
自
分
が
損
す
る
。（
22
‐

図 2
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3
、
二
場
六
一
五
頁
下
二
一
行
）、
表
現
の
簡
略
化
か
。

56　

誰
も
知
云
つ
て
も
ゐ
ま
す
し
、
知
つ
て
も
い
ゐ
ま
す
。（
22

‐
8
、
二
場
六
一
五
頁
下
二
五
行
）、
狸
の
弁
舌
が
さ
ら
に

猾
に
な
っ
た
。
ま
た
、
誤
字
が
修
正
さ
れ
た
。

57　

婆
。　

そ
ん
な
こ
と
は
な
い
よ
。
随
分
つ
け
た
ね
。（
22
‐

20
、
二
場
六
一
六
頁
上
一
五
行
）、
兎
の
打
算
を
主
張
す
る
狸

の
言
葉
に
婆
の
否
定
が
加
え
ら
れ
た
。

58　

婆
さ
ん
の
足
を
す
く
い
た
ほ
す（
23
‐
6
、
二
場
六
一
六
頁

上
一
八
行
）、
狸
が
婆
の
身
体
に
与
え
た
攻
撃
が
補
足
さ
れ
た
。

59　

狸
。　
（
婆
を
足
で
ふ
み
つ
け
）
婆
さ
ん
。（
23
‐
8
、
二

場
六
一
六
頁
上
二
一
行
）、
ト
書
き
で
狸
の
行
動
を
補
足
。

60　

ル
ビ
の
み
「
キ
ネ
」
と
記
し
、
後
か
ら
マ
ス
に
「
杵
」
と

書
い
た
上
で
ル
ビ
を
消
去
。（
23
‐
10
、
二
場
六
一
六
頁
上
二

二
行
）、「
杵
」
の
漢
字
を
追
記
。

61　

あ
な
た
の
云
ふ
こ
と
を
お
と
な
し
く
聞
く
必
要
が（
23
‐
12
、

二
場
六
一
六
頁
上
二
四
行
）、
狸
の
開
き
直
り
を
追
記
。

62　

お
前
は
、
よ
く
も
だ
ま
し
た
ね
。（
23
‐
13
、
二
場
六
一
六

頁
上
二
五
行
）、
狸
へ
の
婆
の
非
難
が
追
記
さ
れ
た
。

63　

も
う
正
体
か
う
云
ふ
処
を
見
せ
た
以
上
は（
24
‐
8
、
二
場

六
一
六
頁
下
一
〇
行
）、「
か
う
云
ふ
処
」
に
よ
っ
て
、
実
体

よ
り
も
行
為
そ
の
も
の
が
指
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

64　
（
逃
げ
よ
う
と
も
が
く
、
狸
、
う
ち
殺
す
）（
24
‐
12
、
二

場
六
一
六
頁
下
一
四
行
）、
婆
の
行
動
が
補
足
さ
れ
た
。

65　

狸
。　

ざ
ま
見
ろ
。
ど
れ
、
婆
に
化
け
て
、
や
れ
。
俺
の

肉
を
食
は
う
と
し
た

に
一
つ
こ
の
婆
の
ま
づ
い
肉
を

に

喰
し
は
し
て
や
る
か
。（
24‐13
、
二
場
六
一
六
頁
下
一
五
行
）、

多
く
の
削
除
加
筆
に
よ
り
狸
の
復
讐
の
心
理
が
補
足
さ
れ
た
。

66　

　

（
婆
さ
ん
の
死
骸
を
家
の
な
か
に
も
ち
こ
む
）

 
　
　
 （

暫
く
し
て

さ
ん
登
場
、
狸
婆
さ
ん
に
ば
け
て
出
迎

ふ
）

 
　

狸
。　

お
帰
り
な
さ
い
。

 
　

。　

帰
つ
た
。
も
ち
が
立
派
に
つ
け
た
な
。

 
　

狸
。　

つ
け
ま
し
た
。

　
　

　

（
狸
、
す
き
が
あ
つ
た
ら

さ
ん
を
殺
さ
う
と（
24‐16
、

二
場
六
一
六
頁
下
一
七
行
）、
二
場
末
尾
の
削
除
。
完
成
稿
の

の
帰
宅
は
三
場
冒
頭
だ
が
、
削
除
部
分
最
後
の
ト
書
き
で

は
、
後
の
展
開
と
異
な
る
内
容
が
書
き
か
け
ら
れ
て
い
る
。

67　
（
家
の
う
ち
、

さ
ん
狸
す
で
に
婆
さ
ん
に
ば
け
て
ゐ
る
。

二
人
御
馳
走
を
食
つ
て
膳
に
す
わ
つ
て
ゐ
る
）（
25
‐
4
、
三

場
六
一
六
頁
下
一
九
行
）、
三
場
冒
頭
の
ト
書
き
。

が
食
う
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場
面
か
ら
、
二
人
で
膳
に
着
く
場
面
に
改
め
ら
れ
た
。

68　

お
か
げ
で
狸
ぢ
じ
る
が（
25
‐
6
、
三
場
六
一
六
頁
下
二
一

行
）、
仮
名
の
修
正
。

69　

も
う
七
六
十
二
に
な
る
さ
う
で
す
よ
。（
25
‐
11
、
三
場
六

一
七
頁
上
一
行
）、
狸
汁
の
材
料
と
な
っ
た
婆
の
年
齢
設
定
が

「
七
十
」
か
ら
「
六
十
二
」
に
若
く
変
え
ら
れ
た
。

70　

ど 

れ
ご
馳
走
（

一
口
食
べ
や
う
と
に
な
る
か
な
。

 
　
 　
 （

さ
ん
箸
を
と
ら
う
と
す
る
。
つ
て
椀
を
口
の
そ
ば
に

も
つ
て
ゆ
か
う
と
す
る
。
戸
を
た
ゝ
く
も
の
が
あ
る
）

　
　

。　
（
や
め
て
）
誰
だ
。（
25
‐
14
、
三
場
六
一
七
頁
上

三
行
）、
多
く
の
加
筆
や
削
除
に
よ
り
、

が
か
ろ
う
じ
て
婆

汁
を
食
わ
な
か
っ
た
過
程
が
苦
心
し
て
書
か
れ
て
い
る
。

71　

婆
の
汁
を
食
つ
た
お

さ
ん
。（
26‐10
、三
場
六
一
七
頁
上

一
八
行
）、「
婆
の
汁
」
と
い
う
生
々
し
い
表
現
が
抑
制
さ
れ
、

残
虐
性
が
緩
和
さ
れ
た
。

72　

狸
。　
（
外
で
）
婆
を
食
つ
た
、

。
椽
の
下
を
御
ら
ん
。

（
26‐16
、
三
場
六
一
七
頁
上
二
六
行
）、
ト
書
き
で
狸
の
声
の

出
所
を
明
示
。
ま
た
、
縁
の
下
の
指
示
を
削
除
し
て
、
婆
を

食
っ
た
こ
と
の
囃
し
た
て
に
変
え
ら
れ
た
。
な
お
、
原
稿
に

は
「
婆ば
ば
あ」「ぢ
ぢ
い」
と
ル
ビ
が
あ
り
、
初
出
誌
に
は
引
き
継
が
れ

た
も
の
の
、
総
ル
ビ
の
初
刊
本
か
ら
パ
ラ
ル
ビ
の
『
全
集
』

収
録
の
過
程
で
す
べ
て
消
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

73　

婆
さ
ん
。
婆
さ
ん
。
婆
さ
ん
。（
26‐18
、三
場
六
一
七
頁
下

五
行
）、「
婆
さ
ん
」
を
追
記
し

の
狼
狽
が
強
調
さ
れ
た
。

74　

狸
。　
（
外
で
）
椽
の
下
を
御
ら
ん
。
婆
の
骨
は
椽
の
下
。

婆
を
食
つ
た
ぢ
ゝ
い
。（
26‐19
、
三
場
六
一
七
頁
下
七
行
）、

縁
の
下
の
こ
と
は
後
に
指
示
す
る
こ
と
に
し
て
、
囃
し
た
て

に
変
え
ら
れ
た
。

75　

あ
つ
。（
気
が
狂
ふ
や
う
に
）
大
変
だ
。
大
変
だ
。
兎
さ
ん
、

兎
さ
ん
大
変
だ
。（
27‐4
、
三
場
六
一
七
頁
下
一
三
行
）、
縁

の
下
の
遺
骸
を
見
つ
け
た

の
驚
嘆
を
強
調
。な
お
、「
あ
つ
。」

は
初
出
誌
以
後
「
あ
ゝ
。」
に
変
え
ら
れ
た
。
ま
た
二
度
目
の

「
兎
さ
ん
」
の
後
に
初
出
誌
か
ら
読
点
が
挿
入
さ
れ
た
。

76　

お
覚
え
て
ゐ
ろ
！　

あ
ゝ
ゝ
何
と
云
ふ
こ
と
が
出
来
た

の
だ
。（
27‐10
、
三
場
六
一
七
頁
下
一
九
行
）、

の
歎
き
の

言
葉
が
追
記
さ
れ
た
。
な
お「
お
覚
え
」の「
お
」、「
あ
ゝ
ゝ
」

の
二
つ
目
の
「
ゝ
」
は
、
初
出
誌
以
後
削
除
さ
れ
た
。

77　
（
狸
、
上
左
手
に
山
が
あ
る
、
そ
か
の
端
の
こ
ち
ら
が
は

か
ら
草
を
か
つ
い
で
下
り
出
て
く
る
。
兎
も
草
を
か
つ
い
で

お
り
下
右
手
か
ら
で
て
く
る
。
後
ろ
に
草
叢
あ
り
。）（
27‐18
、



 ‒203‒

武者小路実篤テクストの生成

 （34）

四
場
六
一
八
頁
上
二
行
）、
ト
書
き
、
兎
と
狸
が
反
対
方
向
か

ら
出
く
わ
す
設
定
に
改
め
ら
れ
た
。な
お
初
出
誌
以
後「
狸
、」

の
語
は
読
点
を
省
か
れ
て
「
そ
の
端
」
の
前
に
移
さ
れ
た
。

78　

兎 
。随
分
暫
ら
く
お
目
に
か
ゝ
ら
な
か
つ
た
ね
。少
し
や
す

ん
で
話
し
で
も
し
や
う
。

　
　

狸
。
あ
ゝ
、
家
に
引
こ
ん
で
ゐ
た
よ
。
や
す
も
う
。（
二
人

　
　

す
わ
る
）（
28‐4
、
四
場
六
一
八
頁
上
八
行
）、
再
会
の

挨
拶
か
ら
兎
の
誘
い
に
改
め
ら
れ
、
同
時
に
狸
が
蟄
居
し
て

い
た
と
い
う
巌
谷
本
等
の
原
話
の
記
述
が
削
除
さ
れ
た
。

79　

君
は
僕
の
命
の
恩
人
と
云
つ
て
も（
28
‐
18
、
四
場
六
一
八

頁
下
八
行
）、
兎
が
狸
の
恩
を
着
て
み
せ
る
言
葉
が
加
え
ら
れ

た
。
な
お
、
既
述
の
通
り
『
全
集
』
の
み
「
恩
人
」
の
後
に

「
だ
」
が
加
え
ら
れ
た
。

80　

兎
。　

そ
れ
な
ら
僕
は
お
人
よ
し
だ
ま
さ
れ
て
ゐ
た
の
だ
。

（
29‐2
、
四
場
六
一
八
頁
下
一
一
行
）、
狸
の
意
に
沿
っ
た
強

い
表
現
に
改
め
ら
れ
た
。
な
お
、
初
出
誌
か
ら
末
尾
は
「
だ

ね
。」
に
改
め
ら
れ
た
。

81　

兎
。　

さ
う
か
ね
。
お
前
さ
ん
君
も
あ
の
婆
さ
ん
に
は
そ

の
点
叶
は
な
い
か
ね
。（
29‐6
、
四
場
六
一
八
頁
下
一
四
行
）、

「
お
前
さ
ん
」
は
狸
か
ら
兎
へ
の
呼
称
。
ま
た
「
そ
の
点
」

の
追
記
に
よ
っ
て
、
嘘
を
つ
く
悪
さ
が
明
示
さ
れ
た
。

82　

狸
。　

そ
れ
は
君
は
お
人
よ
し
正
直
も
の
だ
か
ら
さ
。（
29

‐
20
、
四
場
六
一
八
頁
下
二
三
行
）、
兎
を
小
馬
鹿
に
し
た
言

い
方
か
ら
、
お
だ
て
る
よ
う
な
言
い
方
に
改
め
ら
れ
た
。

83　

僕
を
殺
さ
う
と
思
つ
て
ゐ
る
人
間
を
殺
し
て
く
れ
た
恩

人
な
の
だ
。
●
れ
で
見
て
も
こ
の
世
に
悪
い
こ
と
を
●
僕
は

君
に
逢
つ
て（
31‐4
、
四
場
六
一
九
頁
上
一
四
行
）、
長
く
な

り
そ
う
な
兎
の
台
詞
を
切
り
替
え
よ
う
と
し
た
か
。

84　

さ
も
な
け
れ
ば
い
つ
ま
で
も
恩
人
を
憎
ん
で
ゐ
る（
31
‐
6
、

四
場
六
一
九
頁
上
一
五
行
）、
憎
し
み
の
長
い
時
間
が
補
わ
れ

た
が
、
兎
の
内
心
や
読
者
に
は
痛
快
な
皮
肉
で
も
あ
る
。

85　
（
活
動
前
の
場
の
上
手
に
草
叢
の
う
ら
に
狸
再
び
姿
を
あ

ら
は
し
上
手
に
あ
る
山
の
端
を
が
で
て
ゐ
る
狸
は
そ
の
う
し

ろ
へ
と
ぼ
〳
〵
狸
が
歩
い
て
ゆ
く
。
の
が
草
叢
を
通
し
て
見

へ
る
。
兎
お
い
つ
く
）（
こ
の
一
節
活
動
写
真
で
も
よ
し
）（
33

‐
15
、
五
場
六
二
〇
頁
上
二
行
）、
ト
書
き
の
修
正
が
夥
し
い
。

始
め
に
「
活
動
」
と
書
き
か
け
た
の
は
、
題
名
通
り
火
を
付

け
る
場
面
を
劇
場
で
演
ず
る
の
は
危
険
で
あ
る
た
め
か
。
な

お
「
う
ら
に
」
は
初
出
誌
以
後
「
向
ふ
に
」
に
変
え
ら
れ
た
。

86　

兎
。　

狸
さ
ん
、
狸
さ
ん
。
あ
な
た
は
そ
つ
ち
に
ゆ
く
の
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で
す
か
。
そ
れ
な
ら
一
緒
に
帰
ら
り
ま
せ
う
。（
33
‐
17
、
五

場
六
二
〇
頁
上
四
行
）、
狸
を
誘
う
様
子
が
詳
細
化
さ
れ
た
。

87　

狸
。　

安
心
し
た
よ
。
か
ら
さ
。
別
に
不
思
議
は
な
い
よ
。

（
34‐3
、
五
場
六
二
〇
頁
上
一
一
行
）、

の
病
臥
を
聞
い
て

元
気
に
な
っ
た
狸
の
空
威
張
り
す
る
様
子
が
補
わ
れ
た
。

88　
（
兎
。
狸
の
油
断
を
見
て
火
う
ち
石
を
出
し
て
、か
ち
〳
〵

や
る
）（
34‐4
、
五
場
六
二
〇
頁
下
一
行
）、
ト
書
き
で
、
兎

が
狸
に
注
意
を
払
う
様
子
が
付
け
加
え
ら
れ
た
。

89　
（
狸
山
の
か
げ
に
か
く
れ
る
、
火
が
も
へ
上
る
）

　
　

狸
。　

あ
つ
ゝ
、
あ
つ
ゝ
、
あ
つ
い
よ
。
大
変
だ
。
大
変

だ
。
火
が
つ
い
た
よ
。
助
け
て
く
れ
。
助
け
て
く
れ
。（
こ
ろ

げ
ま
わ
逃
げ
ま
わ
る
）（
34‐15
、
五
場
六
二
〇
頁
下
一
〇
行
）、

狸
の
姿
が
隠
れ
て
か
ら
火
が
上
が
る
設
定
に
改
め
ら
れ
、
余

分
な
台
詞
と
行
動
が
削
ら
れ
た
。
舞
台
上
の
安
全
の
た
め
か
。

90　

あ
つ
い
で
せ
う
。
さ
ぞ
あ
つ
い
で
せ
う
。（
34
‐
19
、
五
場

六
二
〇
頁
下
一
五
行
）、
狸
へ
の
皮
肉
が
補
わ
れ
た
。

91　

婆
さ
ん
ま
ん
も
さ
ぞ
よ
ろ
こ
ん
で
ゐ
る
だ
ら
う
。（
35
‐
15
、

六
場
六
二
一
頁
上
三
行
）、

の
台
詞
だ
が
亡
妻
へ
の
敬
称

「
婆
さ
ま
」
と
迷
い
、
結
局
イ
キ
と
な
っ
た
。

92　

た
ゞ
お

さ
ん
が
あ
な
た
が
ど
ん
な
に
お
淋
し
い
か
と

（
35‐17
、
六
場
六
二
一
頁
上
四
行
）、
兎
が

に
「
あ
な
た
」

と
二
人
称
を
使
っ
た
例
。
厳
粛
な
場
で
の
対
話
ゆ
え
か
。

93　

つ
い
四
五
日
前
こ
な
い
だ
の
話
ぢ
や
な
い
か
。（
36
‐
14
、

六
場
六
二
一
頁
下
三
行
）、
兎
が
狸
の
背
中
に
辛
子
を
塗
っ
た

日
が
お
ぼ
め
か
さ
れ
た
。

94　

今
度
こ
そ
あ
の
ど
ろ
舟
で
狸
奴
を（
36
‐
16
、
六
場
六
二
一

頁
下
八
行
）、
危
険
な
名
の
「
ど
ろ
舟
」
に
改
め
ら
れ
た
。

95　

逢
ふ
度
に
お
い
ま
だ
出
来
な
い
か
と
さ
い
催
促
し
ま
す
。

（
37‐6
、
六
場
六
二
一
頁
下
一
六
行
）、
狸
の
呼
び
か
け
が
省

か
れ
た
。
ま
た
漢
字
が
補
わ
れ
た
。

96　

自
分
の
や
う
な
人
間
利
口
な
も
の
が
、
私
兎
の
や
う
な
馬

鹿
に
だ
ま
さ
れ
る（
37‐10
、
六
場
六
二
一
頁
下
二
一
行
）、
修

正
過
程
よ
く
見
る
と
人
間
、
利
口
、
私
、
馬
鹿
な
ど
擬
人
化

の
技
巧
上
の
工
夫
が
よ
く
窺
わ
れ
る
修
正
例
で
あ
る
。

97　

自
分
に
ど
私
の
や
う
な
で
も
私
の
や
う
な
も
の
に
ど
う

し
て
狸
を
だ
ま
す
力
が
あ
る
の
か
と（
38‐8
、六
場
六
二
二
頁

上
八
行
）、
兎
が
自
省
す
る
表
現
が
修
正
さ
れ
て
い
る
。

98　

。　

狸
を
馬
鹿
に
し
て
は
い
け
な
い
よ
。
い
ざ
と
お
前

の
こ
と
だ
か
ら
安
心
し
て
ゐ
る
が
、（
38
‐
17
、
六
場
六
二
二

頁
上
一
四
行
）、

の
心
配
を
表
す
流
れ
が
削
除
さ
れ
た
。
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99　

注
意
し
て
や
り
ま
す
。
手
ぬ
か
り
は　

自
分
で
も
こ
わ
い

ほ
ど
う
ま
く
ゆ
く
の
で
、（
39
‐
1
、
六
場
六
二
二
頁
上
一
七

行
）、
兎
の
言
葉
。
自
信
よ
り
も
不
安
が
強
調
さ
れ
た
。

100　

時
は
十
充
十
充
分
に
あ
る
の
だ
か
ら
。
時
と
云
ふ
も
の
は

無
理
す
る
の
が
嫌
い
だ
か
ら
。
少
し
で
も
無
理
す
る
と
逃
し

て
し
ま
う
よ
。（
39‐8
、六
場
六
二
二
頁
上
二
一
行
）、「
充
分
」

の
表
記
に
悩
ん
だ
挙
句
、
時
間
の
量
か
ら
タ
イ
ミ
ン
グ
の
詩

的
な
ア
ド
バ
イ
ス
に
変
え
ら
れ
た
。

101　

何
処
ま
で
も
あ
い
つ
の
味
方
の
や
う
な
顔
し
て
ゐ
ま
せ

う
。（
39‐11
、
六
場
六
二
二
頁
上
二
四
行
）、
兎
の
台
詞
。
指

示
対
象
が
明
瞭
化
さ
れ
た
。

102　

。　

わ
し
も
今
日
舟
を
監
察
し
た
い
が
、（
40
‐
4
、
六

場
六
二
二
頁
下
八
行
）、
後
の
「
明
日
」
に
対
応
。
な
お
「
監

察
」
に
は
初
出
誌
か
ら
「
け
ん
さ
」
と
ル
ビ
が
付
さ
れ
た
。

103　

明
日
は
天
気
だ
つ
た
ら
き
つ
と
あ
の
柳
の
大
木
の
う
し

ろ
に
つ
あ
た
り
に
か
く
れ
て
、（
40‐6
、
六
場
六
二
二
頁
下
九

行
）、
こ
の
前
に
明
日
の
天
候
を
気
に
す
る
会
話
が
あ
り
、
そ

れ
を
引
き
継
い
だ
修
正
か
。

104　

さ
う
す
れ
ば
私
も
ど
ん
な
に
気
丈
夫
か
知
れ
ま
せ
ん
。

（
40‐9
、
六
場
六
二
二
頁
下
一
二
行
）、
兎
、
人
称
を
省
略
。

105　

。　
お
婆
さ
ん
に
そ
の
こ
と
を
云
つ
て
上
げ
て
や
つ
て

く
れ
な
い
か
。（
40‐11
、
六
場
六
二
二
頁
下
一
四
行
）、
兎
に

対
す
る
婆
へ
の
敬
体
が
常
体
に
変
え
ら
れ
た
。

106　

。　

た
つ
し
や
手
ぬ
か
り
が
な
い
や
う
に
し
ろ
。（
41
‐

2
、
六
場
六
二
二
頁
下
二
二
行
）、
兎
の
無
事
を
願
う
別
れ
の

挨
拶
か
ら
復
讐
の
成
功
へ
の
注
意
に
変
え
ら
れ
た
。

107　

明
日
お
前
が
負け

傷が

一
つ
し
な
い
で
か
つ
や
う
に
祈
つ
て

ゐ
る
よ
。（
41‐6
、
六
場
六
二
二
頁
下
二
四
行
）、
復
讐
成
功

が
付
加
さ
れ
た
。
な
お
初
出
誌
以
後
「
で
勝
つ
」
と
漢
字
化
。

108　

兎
。　
（
思
は
ず
平
伏
し
）
あ
り
が
た
う
御
座
い
ま
す
。

（
41‐8
、
六
場
六
二
二
頁
下
二
五
行
）、

が
我
が
身
を
心
配

し
て
く
れ
る
こ
と
へ
の
兎
の
感
謝
の
行
為
が
補
わ
れ
た
。

109　

兎
。　

は
い
。（
立
ち
上
り
涙
ぐ
み
な
が
ら
退
場
）（
41‐10
、

六
場
六
二
三
頁
上
一
行
）、
兎
の
感
激
が
補
わ
れ
た
。

110　
（
川
岸
、
舟
眞
中
よ
り
少
し
下
手
に
川
が
流
れ
て
ゐ
、
こ
ち

ら
が
は
が
上
手
が
河
原
の
岸
に
な
つ
て
ゐ
て
其
処
に
小
さ
い

舟
が
二
艘
並
ん
で
ゐ
る
。
兎
が
其
処
で
働
い
て
ゐ
る
。
下
手

向
ふ
側
の
堤
に
柳
の
木
が
あ
り
、
草
叢
が
あ
る
。）
其
処
に

さ
ん
が
か
く
れ
て
ゐ
て
う
ま
い
か
く
れ
場
が
あ
つ
て

さ
ん

が
か
く
れ
て
ゐ
る
。）（
41‐14
、
七
場
六
二
三
頁
上
四
行
）、
ト



 ‒200‒

「文学部紀要」文教大学文学部第31-1号　寺澤浩樹

 （37）

書
き
の
夥
し
い
修
正
に
よ
り
、
舟
や
兎
、
木
や
草
叢
の
配
置

が
記
さ
れ
て
い
る
。

111　
（
食
ひ
物
の
入
れ
て
あ
る
ら
し
い
箱
を
泥
舟
に
の
せ
る
）

（
42‐3
、
七
場
六
二
三
頁
上
一
〇
行
）、
食
物
で
は
な
く
容
器

が
表
現
さ
れ
た
。
し
か
し
初
出
誌
以
後
「（
食
ひ
物
や
お
酒
の

入
れ
て
あ
る
箱
を
泥
舟
に
の
せ
る
）」
に
変
え
ら
れ
た
。

112　

竿
か
い
0

0

も
棹
も
こ
つ
ち
の
方
が
少
し
上
等
だ
か
ら
、（
42
‐

5
、
七
場
六
二
三
頁
上
一
二
行
）、「
竿
」
の
字
が
消
さ
れ
櫂

と
棹
に
改
め
ら
れ
た
。
な
お
「
か
い
」
の
傍
点
は
初
出
誌
以

後
削
除
。
本
文
に
は
漢
字
表
記
も
見
ら
れ
る
。

113　

狸
。　

よ
し
。
あ
ゝ
い
ゝ
気
持
だ
。（
44
‐
14
、
七
場
六
二

三
頁
下
二
一
行
）、
後
か
ら
「
い
ゝ
」
が
補
わ
れ
た
。

114　

あ
の
柳
の
前
に
舟
を
棹
を
さ
し
ま
せ
う（
45
‐
2
、
七
場
六

二
四
頁
上
二
行
）、
換
喩
表
現
に
書
き
換
え
ら
れ
た
。

115　

兎
。　

い
ゝ
気
持
で
す
ね
。

　
　
（
二
人
か
い
0

0

櫂
で
舟
を
こ
ぐ
）（
45
‐
8
、
七
場
六
二
四
頁

上
七
行
）、
ト
書
き
で
兎
と
狸
の
動
作
が
補
わ
れ
た
。

116　
（
棹
を
さ
し
、
舟
を
う
か
べ
む
す
び
つ
け
る
）（
45
‐
17
、

七
場
六
二
四
頁
上
一
五
行
）、表
現
が
洗
練
さ
れ
た
。
な
お「
さ

し
」
の
後
の
読
点
は
初
出
誌
以
後
省
か
れ
た
。

117　

兎
。　
（
盃
を
出
し
）
私
に
も
一
杯
下
さ
い
。（
45
‐
19
、

七
場
六
二
四
頁
上
一
七
行
）、
兎
の
行
動
が
補
足
さ
れ
た
。

118　

狸
。　

お
前
さ
ん
の
舟
に
は
酒
を
は
な
い
の
か
。
起
き
る

の
が
面
倒
だ
か
ら（
45‐20
、
七
場
六
二
四
頁
上
一
八
行
）、
誤

字
修
正
と
狸
の
酔
っ
た
様
子
の
追
記
。

119　

お
前
さ
ん
は
婆
さ
ん
を
殺
し
た
こ
と
を
何
と
も
思
は
な

い
か
後
悔
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。（
46
‐
5
、
七
場
六

二
四
頁
上
二
二
行
）、「
後
悔
」
で
狸
の
非
が
追
及
さ
れ
た
。

120　

あ
ん
な
悪
い
婆
は
く
た
ば
る
ら
す
方
が（
46
‐
7
、
七
場
六

二
四
頁
上
二
三
行
）、
狸
の
悪
行
の
意
図
が
強
調
さ
れ
た
。

121　

こ
の
殺
す
も
の
は
殺
し
ど
く
だ
よ
。（
46
‐
11
、
七
場
六
二

四
頁
上
二
六
行
）、
誤
記
か
。

122　

婆
さ
ん
を
殺
さ
な
か
つ
た
ら
お
前
さ
ん
は
死
殺
さ
れ

な
ゝ
い
で
も
す
ん
だ
だ
ら
う
が
ね
。（
46‐14
、七
場
六
二
四
頁

下
三
行
）、
殺
す
行
為
が
明
瞭
化
。
な
お
、
既
述
の
通
り
「
す

ん
だ
だ
ら
う
」
は
初
出
誌
以
後
「
す
ん
だ
ら
う
」
に
変
え
ら

れ
た
。
ま
た
『
全
集
』
で
は
「
殺
さ
れ
な
い
で
」
と
「
も
」

が
脱
落
し
て
い
る
。

123　

狸
。　

婆
さ
ん
を
こ
ろ
し
た
つ
て
、（
46
‐
16
、
七
場
六
二

四
頁
下
五
行
）、
狸
か
ら
は
敬
称
不
要
の
た
め
削
除
。
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124　
（
舟
は
益
々
と
け
る
。）（
兎
は
狸
の
舟
よ
り
一
●
自
分
の

舟
を
少
し
は
な
●
す
）
し
棹
を
た
て
舟
を
ゆ
わ
●
く
）（
47
‐

14
、
七
場
六
二
五
頁
上
六
行
）、
兎
の
舟
の
様
子
を
補
記
。

125　

狸
。　

●
（
冗
談
風
に
）
何
が
馬
鹿
だ
。
●（
47
‐
18
、
七

場
六
二
五
頁
上
一
〇
行
）、
狸
の
慢
心
の
様
子
が
補
わ
れ
た
。

126　

狸
。　

あ
は
ゝ
ゝ
。
こ
の
酒
が
を
や
ら
が
の
め
な
い
の
が

そ
ん
な
に
口
惜
し
い
の
か
。（
47
‐
20
、
七
場
六
二
五
頁
上
一

二
行
）、
狸
の
吝
嗇
か
ら
兎
の
不
満
に
改
め
ら
れ
た
。

127　

婆
さ
ん
が
、
お
前
を
つ
れ
に
●
迎
に
来
な
さ
つ
た
よ
。（
48

‐3
、
七
場
六
二
五
頁
上
一
四
行
）、「
迎
」
は
死
を
意
味
す
る
。

128　

狸
気
が
つ
き
、
び
つ
く
り
し
一
寸
お
ど
ろ
き（
48
‐
13
、
七

場
六
二
五
頁
上
二
一
行
）、
狸
の
驚
き
は
ま
だ
小
さ
い
。

129　

婆
さ
ん
の
讐
を
う
つ
て
や
る
か
ら（
48
‐
18
、
七
場
六
二
五

頁
上
二
六
行
）、
兎
の
台
詞
な
の
で
婆
へ
の
敬
称
が
補
わ
れ
た
。

130　

あ
は
ゝ
ゝ
。
冗
談
は
よ
せ
よ
。（
間
）
お
前
が
は
本
気
で
俺

を
殺
さ
う
と
云
ふ
の
か
。（
48‐19
、
七
場
六
二
五
頁
下
一
行
）、

表
現
。
狸
の
強
気
な
言
動
が
強
調
さ
れ
た
。

131　

兎
。　

あ
や
ま
あ
さ
う
思
へ
る
間
思
つ
て（
49
‐
2
、
七
場

六
二
五
頁
下
三
行
）、
何
か
別
の
言
葉
を
書
き
か
け
た
か
。

132　

お
前
は
も
の
命
は
も
う
長
く
は
な
い
。（
49
‐
3
、
七
場
六

二
五
頁
下
四
行
）、「
命
」
を
補
っ
て
明
瞭
化
さ
れ
た
。

133　
（
姿
は
見
へ
ず
婆
さ
ん
の
声
色
で
）（
49
‐
5
、
七
場
六
二

五
頁
下
五
行
）、
声
で
婆
の
怨
霊
が
演
じ
ら
れ
る
。
な
お
「
見

へ
」
は
『
全
集
』
で
は
「
見
え
」
に
修
正
さ
れ
た
。

134　

誰
だ
！　

今
の
声
の
主
は
。（
49
‐
8
、
七
場
六
二
五
頁
下

七
行
）、「
声
の
主
」
は

だ
が
「
声
」
な
ら
婆
ら
し
く
な
る
。

135　

許
し
て
く
れ
だ
さ
い
。
許
し
て
く
れ
だ
さ
い
。
私
が
わ
る

か
つ
う
御
座
い
ま
し
た
。
私
が
わ
る
か
つ
う
御
座
い
ま
し
た
。

（
お
辞
儀
す
る
）（
49‐13
、
七
場
六
二
五
頁
下
一
〇
行
）、
不

利
を
悟
っ
た
狸
の
言
葉
と
動
作
に
敬
意
が
加
え
ら
れ
た
。

136　

狸 

。　
（
お
ぼ
れ
な
が
ら
）
わ
る
か
つ
た
。
わ
る
か
つ
た
。

助
け
て
、
助
け
て
。
て
！ 

（
お
ぼ
れ
さ
う
に
な
り
や
つ

と
兎
の
舟
に
手
を
か
け
る
）
兎
さ
ん
、
兎
さ
ん
、
ど
う

か
許
し
て
お
く
れ
、
私
が
わ
る
か
つ
た
。

　
　

兎
。　

気
の
毒
だ
が
、
も
う
お
そ
す
ぎ
る
。（
50
‐
2
、
七

場
六
二
五
頁
下
一
七
行
、
図
3
参
照
）、
狸
の
謝
罪
と
抵
抗
、

兎
の
拒
絶
の
言
葉
を
削
除
し
、
命
乞
い
の
言
葉
が
残
さ
れ
た
。

137　

兎
、
櫂
を
ふ
り
上
げ
る
。
同
時
に

さ
ん
柳
の
下
に（
50
‐

7
、
七
場
六
二
五
頁
下
一
八
行
）、

の
動
作
の
補
足
。「
見

へ
」
は
『
全
集
』
で
は
「
見
え
」
に
修
正
さ
れ
た
。
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以
上
、「
か
ち
〳
〵
山
」
の
原
稿
用
紙
の
一
三
七
の
修
正
部
分

（﹇
表
現
﹈
七
〇
ヶ
所
、﹇
内
容
﹈
三
三
ヶ
所
、﹇
素
材
﹈
一
三
ヶ

所
、﹇
敬
語
﹈
一
一
ヶ
所
、﹇
誤
字
等
﹈
一
〇
ヶ
所
）
を
見
て
き

た
。
前
述
の
よ
う
に
、
そ
の
修
正
内
容
に
は
、
作
品
の
主
題
や

情
調
な
ど
に
関
連
す
る
興
味
深
い
も
の
も
多
い
の
で
、
次
に
そ

の
内
容
を
整
理
し
た
い
。

修
正
全
体
の
中
で
七
〇
ヶ
所
と
最
も
多
い
﹇
表
現
﹈
の
修
正

は
、
た
と
え
ば
3
の
「
一
寸
と
ん
で
く
れ
ば
す
ぐ
わ
か
り
」
を

打
ち
消
し
て「
山
ま
で
と
ん
で
ゆ
く
の
は
雑
作
も
あ
り
ま
せ
ん
」

（
2‐2
、
一
場
六
〇
九
頁
下
一
行
）
の
よ
う
に
、「
山
」
の
言
葉

と
兎
の
動
作
が
よ
り
詳
し
く
表
さ
れ
た
よ
う
な
例
や
、100
の「
時

は
充
分
に
あ
る
の
だ
か
ら
」
を
「
時
と
云
ふ
も
の
は
無
理
す
る

の
が
嫌
い
だ
か
ら
」（
39‐8
、
六
場
六
二
二
頁
上
二
一
行
）
へ

と
時
間
の
見
方
を
変
え
た
例
な
ど
、
興
味
深
い
修
正
が
数
多
く

あ
る
。

こ
う
し
た
表
現
の
修
正
、
つ
ま
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
言
葉
の

変
化
に
よ
っ
て
、
読
む
者
の
抱
く
イ
メ
ー
ジ
が
大
き
く
変
り
、

こ
う
し
た
一
つ
一
つ
の
修
正
を
丹
念
に
追
跡
し
て
い
く
と
、
言

葉
が
持
つ
魅
力
の
可
能
性
、
広
が
り
や
、
そ
れ
を
ひ
た
す
ら
追

求
し
て
い
く
作
家
の
創
作
の
楽
し
み
が
よ
く
想
像
で
き
る
も
の

で
、
原
稿
研
究
の
醍
醐
味
と
言
え
る
。

ま
た
、
一
三
ヶ
所
に
わ
た
る
﹇
素
材
﹈
の
修
正
は
、「
も
ち
」

か
ら
「
米
」
へ
の
変
更
が
九
ヶ
所（
21
、
26
〜
29
、
33
、
34
、

51
、
53
）、
ま
た
「
か
ご
」
等
か
ら
「
小
屋
」
へ
の
変
更
に
関
わ

る
も
の
が
四
ヶ
所（
13
、
15
、
20
、
50
）で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
原
稿
執
筆
中
に
素
材
の
変
更
が
お
こ
な
わ
れ
た

も
の
で
、
た
と
え
ば
、
13
の

の
台
詞
の
「（
縄
で
も
ほ
ど
い
て

か
ご
に
入
れ
て
や
ら
う
。
も
裏
に
か
ご
が
あ
つ
た
ら
う
。
あ
れ

を
も
つ
つ
と
楽
に
し
て
や
ら
う
。　

手
足
が　
（
手
足
が
動
け

る
や
う
に
ゆ
わ
い
な
ほ
す
）」（
8‐16
、一
場
六
一
一
頁
下
一
九

図 3
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行
）
の
削
除
は
、
当
初
の
「
か
ご
」
や
柵
に
閉
じ
込
め
る
構
想

が
、
後
の
修
正
に
応
じ
て
変
更
さ
れ
た
例
で
、
武
者
小
路
は
当

初
、

に
捕
ら
わ
れ
て
い
た
狸
を
「
小
屋
」
で
は
な
く
て
「
か

ご
」
に
入
れ
て
お
こ
う
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の

痕
跡
は
本
文
に
も
一
部
残
さ
れ
て
お
り
、「
し
ば
り
つ
け
た
り
、

か
ご
に
入
れ
た
り
す
る
と
」（
一
場
六
一
一
頁
下
二
四
行
）
な
ど

と
あ
る
。
ま
た
、
執
筆
当
初
は
、
捕
ら
わ
れ
た
狸
の
横
で
婆
が

搗
い
て
い
た
の
は
「
も
ち
」
だ
っ
た
が
、
こ
れ
も
初
出
時
ま
で

に
は
、
す
べ
て
「
米
」
に
訂
正
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
三
三
ヶ
所
に
わ
た
る
﹇
内
容
﹈
の
修
正
の
中
に
は
、

「
か
ち
〳
〵
山
」
と
い
う
復
讐
の
昔
話
か
ら
、〈
信
頼
〉
の
主
題

や
〈
悲
壮
を
帯
び
た
歓
喜
〉
と
い
う
情
調
を
持
っ
た
近
代
の
童

話
劇
へ
の
再
生
と
い
う
筆
者
の
解
釈
に
深
く
関
係
す
る
部
分
が

見
ら
れ
る
。
第
一
は
そ
の
主
題
の
明
確
化
で
あ
り
、
第
二
は
そ

の
残
虐
性
の
緩
和
で
あ
る
。

第
一
の
〈
信
頼
〉
の
主
題
に
関
す
る
﹇
内
容
﹈
の
修
正
は
、

五
ヶ
所（
19
、
39
、
41
〜
43
）で
あ
る
。
た
と
え
ば
19
で
、

の
台
詞
を
「
狸
が
あ
い
つ
の
や
う
に
信
用
が
出
来
た
ら
」（
11‐

14
、
一
場
六
一
二
頁
下
八
行
）
に
修
正
す
る
こ
と
で
「
信
用
」

の
語
を
明
示
し
て
い
る
点
、
ま
た
41
で
は
婆
の
台
詞
を
「
妾
達

は
信
用
し
た
く
て
も
信
用
出
来
な
い
よ
」（
16‐19
、
二
場
六
一

四
頁
上
二
一
行
）
に
修
正
す
る
こ
と
で

婆
の
主
体
的
な
「
信

用
」
へ
の
思
い
が
強
め
ら
れ
、
そ
れ
に
答
え
る
狸
の
台
詞
に
42

「
そ
れ
で
も
信
用
し
て
下
さ
ら
な
い
か
ら
」、43
「
腹
の
底
か
ら

信
用
し
て
下
さ
れ
ば
」（
17‐2
〜
3
、
二
場
六
一
四
頁
上
二
三

〜
二
四
行
）
と
「
信
用
」
の
語
に
修
正
さ
れ
た
点
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
。
本
稿
第
二
節
で
述
べ
た
初
刊
本
と
『
全
集
』
間
の
異

同
8
、
13
、
18
、
ま
た
第
四
節
で
述
べ
た
原
稿
と
初
出
誌
間
の

異
同
35
な
ど
も
、
こ
れ
に
関
連
す
る
異
同
で
あ
っ
た
。

第
二
の
残
虐
性
の
緩
和
に
関
す
る
﹇
内
容
﹈
の
修
正
は
、
三

ヶ
所（
70
、
71
、
136
）で
あ
る
。
も
と
も
と
昔
話
の
「
か
ち
〳
〵

山
」
に
は
、
婆
汁
や
狸
へ
の
容
赦
な
い
復
讐
な
ど
の
残
虐
な
場

面
が
含
ま
れ
る
が
、
原
稿
修
正
の
跡
か
ら
は
、
武
者
小
路
が
、

そ
れ
ら
の
場
面
の
描
写
に
悩
ん
だ
様
子
が
見
て
取
れ
る
。
た
と

え
ば
70
の

が
婆
汁
を
か
ろ
う
じ
て
食
べ
な
か
っ
た
場
面（
25

‐14
、
三
場
六
一
七
頁
上
三
行
）
で
は
、
多
く
の
加
筆
や
削
除
に

よ
り
、
そ
の
危
う
い
過
程
が
苦
心
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
そ
れ

に
続
く
71
の
「
婆
の
汁
を
食
つ
た
お

さ
ん
」
か
ら
「
婆
を
食

つ
た
お

さ
ん
」（
26‐10
、
三
場
六
一
七
頁
上
一
八
行
）
へ
の

変
更
に
よ
っ
て
、
残
虐
性
を
緩
和
し
た
例
な
ど
が
あ
る
。
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ま
た
、
復
讐
が
果
た
さ
れ
る
作
品
末
尾
で
は
、
執
筆
当
初
の

泥
舟
で
溺
れ
ゆ
く
狸
の
謝
罪
と
抵
抗
、
そ
れ
に
対
す
る
兎
の
拒

絶
の
言
葉
が
い
っ
た
ん
詳
し
く
書
か
れ
た
後
で
抹
消
さ
れ
、
136

「（
お
ぼ
れ
な
が
ら
）
助
け
て
、
助
け
て
！
」（
50‐2
、
七
場
六

二
五
頁
下
一
七
行
）
と
い
う
命
乞
い
の
言
葉
だ
け
が
残
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
残
虐
性
の
緩
和
は
、
も
と
も
と
信
州
白
樺
の
教
師

赤
羽
王
郎
に
慫
慂
さ
れ
て
書
か
れ
た
童
話
劇
と
し
て
の
、
児
童

を
中
心
と
す
る
読
者
や
観
客
の
心
情
へ
の
配
慮
に
よ
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
と
同
時
に
、
特
に
作
品
末
尾
の
描
写
の
簡
略
化
の

部
分
か
ら
は
、
復
讐
と
い
う
行
為
そ
の
も
の
よ
り
も
、
逆
に
、

こ
の
よ
う
な
行
為
に
至
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
〈
悲
壮

を
帯
び
た
歓
喜
〉
の
情
調
の
表
現
を
意
図
し
た
こ
と
に
よ
る
も

の
と
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

﹇
内
容
﹈
の
修
正
の
中
に
は
、
こ
れ
ら
の
他
に
も
興
味
深
い

も
の
が
幾
つ
か
あ
る
。
78
「
随
分
暫
ら
く
お
目
に
か
ゝ
ら
な
か

つ
た
ね
」と
い
う
兎
の
台
詞
に
対
す
る
狸
の
返
答
の
中
か
ら「
家

に
引
こ
ん
で
ゐ
た
よ
。」（
28‐4
、四
場
六
一
八
頁
上
八
行
）
と

い
う
言
葉
が
抹
消
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
修
正
は
、
狸
が
蟄
居

し
て
い
た
と
い
う
巌
谷
本
等
原
話
の
記
述＊
4

を
用
い
ず
に
、
狸
の

内
心
の
リ
ア
ル
な
表
現
に
努
め
た
痕
跡
と
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
89
で
ト
書
き
か
ら
「
狸
山
の
か
げ
に
か
く
れ
る
、
火

が
も
へ
上
る
」
を
追
記
し
「
こ
ろ
げ
ま
わ
逃
げ
ま
わ
る
」
を
削

除
し
た
例（
34‐15
、
五
場
六
二
〇
頁
下
一
〇
行
）
か
ら
は
、
上

演
時
の
舞
台
上
の
安
全
へ
の
配
慮
と
考
え
ら
れ
、
興
味
深
い
修

正
と
言
え
る
。

さ
て
、
以
上
の
検
討
か
ら
、『
全
集
』
の
本
文
に
つ
い
て
は
、

以
下
の
一
ヶ
所
を
改
め
る
べ
き
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
こ

れ
も
繰
り
返
し
に
な
る
の
で
、
詳
細
は
省
く
。
は
じ
め
が
『
全

集
』
の
表
記
で
、
引
用
と
傍
線
部
は
最
小
限
に
と
ど
め
る
。

72　

婆
を
食
つ
た
、

。
↓
婆ば
ば
あを
食
つ
た
、ぢ
ぢ
い。（
三
場
六
一
七

頁
上
二
六
行
）

　
　

六　

お
わ
り
に

本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
現
存
す
る
武
者
小
路
の

自
筆
原
稿
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
著
作
数
の
多
い
武
者
小
路

で
は
あ
る
が
、
関
東
大
震
災
、
お
よ
び
戦
時
中
の
空
襲
に
よ
る

焼
失
や
散
逸
な
ど
に
よ
り
、
現
存
す
る
原
稿
数
は
そ
う
多
く
は
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な
い
。こ
れ
ら
は
、武
者
小
路
実
篤
記
念
館（「
あ
る
青
年
の
夢
」

ほ
か
約
二
三
〇
タ
イ
ト
ル
）、
新
し
き
村
美
術
館
（「
詩
九
つ
」

ほ
か
約
二
九
〇
タ
イ
ト
ル
）、神
奈
川
近
代
文
学
館（「
そ
の
妹
」

ほ
か
約
四
〇
〇
タ
イ
ト
ル
）、
川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館
（「
或
る

男
」
ほ
か
一
二
タ
イ
ト
ル
）、
日
本
近
代
文
学
館
（「
秀
吉
と
曽

呂
利
」
ほ
か
一
〇
タ
イ
ト
ル
）、
ま
た
ほ
か
に
も
、
三
鷹
市
教
育

委
員
会
、
清
春
白
樺
美
術
館
、
我
孫
子
市
白
樺
文
学
館
な
ど
に

保
管
さ
れ
て
い
る
。

武
者
小
路
の
用
い
た
原
稿
用
紙
に
つ
い
て
は
、
主
に
武
者
小

路
実
篤
記
念
館
所
蔵
の
武
者
小
路
実
篤
の
原
稿
を
も
と
に
、
そ

の
用
紙
を
時
系
列
順
に
並
べ
る
と
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
な

る
。

１　

東
京
相
馬
屋
製
（
紺
罫
）、「
道
学
者
」（
明
治
41
年
執
筆
）

〜
「
お
目
出
た
き
人
」（
明
治
44
年
刊
）
等

２　

喜
多
川
製
（
紺
罫
）、「
そ
の
妹
」（
大
正
4
年
発
表
）
〜
「
或

る
青
年
の
夢
」（
大
正
5
年
発
表
）
等

３　

相
馬
屋
製
（
紺
罫
）「
か
ち
〳
〵
山
と
花
咲

」、（
大
正
6

年
発
表
）
等

４　

大
野
紙
店
製
（
紺
罫
）、「
雑
感
」（
大
正
10
年
発
表
）

５　

白
樺
原
稿
用
紙
（
朱
罫
）、「
神
の
国
」（
大
正
10
年
発
表
）

等
６　

新
し
き
村
出
版
部
原
稿
用
紙
（
グ
レ
ー
罫
、
赤
罫
）、「
或
る

男
」（
大
正
10
〜
12
年
発
表
）
〜
「
文
藝
と
人
生
」（
大
正
15

年
発
表
）
等

７　

丸
善
製
・M

A
RU
ZEN

（
焦
茶
罫
、
黄
罫
、
オ
レ
ン
ジ
罫
、

赤
茶
罫
）、「
雑
感
」（
大
正
13
年
発
表
）
〜
「
愛
と
死
」（
昭

和
14
年
発
表
）
等

８　

A
T
H
EN
A

（
焦
茶
罫
）、「
母
と
子
」（
昭
和
2
年
発
表
）

９　

無
車
用
紙（
焦
茶
罫
）、「
楠
木
正
成 

序
」（
昭
和
17
年
発
表
）

〜
「
幸
福
に
つ
い
て
」（
昭
和
19
年
発
表
）
等

10　

M
A
RU
ZEN

（
オ
レ
ン
ジ
罫
・
黄
罫
、
焦
茶
罫
）、「
宗
忠

の
宗
教 

序
」（
昭
和
27
年
発
表
）
〜
「
村
の
よ
ろ
こ
び
」（
昭

和
49
年
発
表
）
等

こ
れ
ら
の
ほ
か
に
も
、
一
九
四
五
（
昭
和
20
）年
頃
を
中
心

に
、『
文
藝
』、
筑
摩
書
房
、
岩
波
書
店
な
ど
の
雑
誌
や
出
版
社

の
用
紙
が
使
わ
れ
た
り
、
後
年
に
は
コ
ク
ヨ
製
が
使
わ
れ
た
原

稿
も
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
変
っ
た
も
の
と
し
て
は
、
一
九

二
三
（
大
正
12
）年
に
刊
行
が
始
ま
っ
た
芸
術
社
版
『
武
者
小

路
実
篤
全
集
』
の
束
見
本
が
日
記
帳
代
わ
り
と
し
て
用
い
ら
れ

た
「
気
ま
ぐ
れ
日
記
」（
大
正
15
年
刊
）
の
原
稿
が
あ
る
。
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さ
て
、
本
稿
で
は
、
原
稿
研
究
の
枠
組
み
を
超
え
て
、
原
稿

か
ら
個
人
全
集
に
至
る
、
武
者
小
路
實
篤
テ
ク
ス
ト
の
生
成
の

問
題
を
考
察
し
て
き
た
。

ま
ず
、
理
想
的
な
定
本
、
す
な
わ
ち
『
全
集
』
に
収
録
さ
れ

る
べ
き
本
文
の
修
正
を
要
す
る
場
所
は
、
第
一
節
で
四
ヶ
所
、

第
二
節
で
五
ヶ
所
、
第
三
節
で
二
六
ヶ
所
、
第
四
節
で
一
ヶ
所

の
、
計
三
六
ヶ
所
に
及
ぶ
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

次
に
、
原
稿
か
ら
初
刊
本
に
至
る
修
正
や
異
同
の
追
究
に
よ

っ
て
、
そ
れ
ら
の
中
に
は
、
童
話
劇
「
か
ち
〳
〵
山
」
の
主
題

や
情
調
と
深
い
関
係
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ

ら
一
つ
一
つ
の
追
究
の
過
程
で
、
武
者
小
路
の
テ
ク
ス
ト
生
成

の
意
義
と
実
態
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

こ
の
「
テ
ク
ス
ト
」
に
つ
い
て
最
後
に
記
し
た
い
。
そ
の

エ
ッ
セ
イ
な
ど
を
読
む
と
、
武
者
小
路
は
原
稿
を
一
気
呵
成
に

書
き
、
推
敲
も
し
な
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
も
の
だ
が
、

自
筆
の
原
稿
に
残
さ
れ
た
様
々
な
痕
跡
に
は
、
武
者
小
路
の
思

考
の
跡
が
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

し
か
し
、
痕
跡
か
ら
そ
の
思
考
の
跡
を
辿
り
直
そ
う
と
し
て

も
、
完
全
な
再
構
築
は
困
難
で
あ
る
こ
と
も
、
こ
こ
ま
で
の
検

討
の
過
程
で
わ
か
っ
た＊
5

。
と
は
言
え
、
少
し
考
え
て
み
れ
ば
、

そ
の
困
難
は
原
稿
用
紙
に
向
か
い
合
っ
て
、
言
葉
と
の
際
限
な

い
格
闘
を
繰
り
返
し
続
け
て
い
た
作
者
自
身
に
と
っ
て
も
、
違

い
な
く
当
て
は
ま
る
こ
と
な
の
だ
。

筆
者
は
こ
こ
ま
で
、
独
自
の
解
釈
に
基
づ
い
て
、
理
想
の
定

本
を
追
究
し
て
き
た
が
、
こ
の
よ
う
に
考
え
て
み
れ
ば
、
本
稿

で
の
考
察
と
そ
の
結
論
自
体
に
し
て
も
、
様
々
に
異
な
る
文
化

的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
中
に
あ
る
、
多
く
の
読
者
の
解
釈
の
一
つ

と
し
て
生
み
出
さ
れ
た
、
多
様
な
テ
ク
ス
ト
の
一
つ
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う＊
6

。

　

注
＊
1  

図
の
原
稿
用
紙
三
行
目
の
「
か
ち
〳
〵
山
」
の
小
題
の
下
に
「
實

篤
」
の
署
名
と
と
も
に
記
さ
れ
た
「
昭
和
二
十
七
年
九
月
十
三
日
」

の
日
付
は
、
著
者
に
よ
る
こ
の
原
稿
の
確
認
日
の
も
の
と
思
わ
れ

る
。

＊
2  

詳
細
は
拙
稿
「
武
者
小
路
実
篤
「
か
ち
か
ち
山
の
世
界
―
―
〈
昔

話
〉
か
ら
〈
童
話
劇
〉
へ
―
―
」（『
文
教
大
学
文
学
部
紀
要
』
25 

‐
2
、
平
24
・
3
）参
照
。

＊
3  
た
と
え
ば
、
秋
葉
直
樹
「
武
者
小
路
実
篤
の
読
点
（
一
）」、
お

よ
び
「
同
（
二
）」（『
国
学
院
雑
誌
』
81-

1
お
よ
び
2
、
昭
55
・

1
お
よ
び
2
）な
ど
。
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＊
4  

巌
谷
に
よ
る
原
話
に
は
「
さ
て
兎
は
自
分
の
穴
へ
帰
て
、
狸
の

様
子
を
覗う

か
ゞ
ひ
ま
す
と
、
狸
は
お
ぢ
い

さ
ん
の
処
を
逃
げ
て
か
ら
は
、

流さ
す
が石
に
見み

付つ

か
る
の
を
恐こ

は

が
つ
て
、
穴
の
奥
に
ば
か
り
引ひ

つ

込こ
ん

で
居

ま
す
か
ら
、
何
し
ろ
表お
も
てへ
連
れ
出
さ
な
け
れ
ば
不い
か
ん可
と
、
次
の
日

天
気
の
好よ

い
の
を
幸さ

い
はひ
、其
穴
へ
尋
ね
て
ゆ
き
、」な
ど
と
あ
る
。（
巌

谷
小
波
『
日
本
昔
噺
』、明
28
・
5
、博
文
館
。
引
用
は
『
東
洋
文
庫
』

六
九
二
、
平
13
・
8
に
拠
る
）

＊
5  

秋
山
豊
は「
本
文
作
成
の
問
題
点
―
―
岩
波
書
店
の『
漱
石
全
集
』

の
場
合
」（
日
本
近
代
文
学
館
編
『
近
代
文
学
草
稿
・
原
稿
研
究
事

典
』
平
27
・
2
、
八
木
書
店
、
52
頁
）
で
、
個
人
全
集
の
本
文
確
定

作
業
の
困
難
さ
を
述
べ
て
興
味
深
い
。

＊
6  

松
澤
和
宏
は
「
外
国
文
学
の
研
究
と
の
違
い
に
つ
い
て
」（
5
と

同
書
、
96
頁
）
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
生
成
論
の
現
状
を
紹
介
し
つ
つ
、

こ
れ
か
ら
の
原
稿
研
究
に
つ
い
て
「
作
家
の
下
し
た
価
値
判
断
」

と
研
究
者
の
そ
れ
を
「
照
ら
し
合
わ
せ
て
対
話
を
試
み
な
が
ら
吟

味
」
し
、「
理
解
か
ら
評
価
へ
と
解
釈
を
能
動
的
に
深
め
」
る
こ
と

の
必
要
性
を
述
べ
て
興
味
深
い
。

　
　
　

本
稿
お
よ
び
前
掲
の
『
近
代
文
学
草
稿
・
原
稿
研
究
事
典
』
執
筆

の
た
め
の
原
稿
資
料
の
調
査
、
閲
覧
に
当
っ
て
は
、
調
布
市
武
者

小
路
実
篤
記
念
館
、
お
よ
び
同
館
の
伊
藤
陽
子
氏
、
福
島
さ
と
み
氏

の
大
き
な
助
力
を
仰
い
だ
こ
と
を
、
こ
こ
に
謝
し
て
記
し
ま
す
。




